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叶
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【

登

場

人

物

表

】

高

垣

里

美

(
3
6
)

教

師

高

垣

真

守
(
1
0
)

里

美

の

息

子

久

納

怜

人

(
1
6
)

不

登

校

男

子

森

口

航

太

郎

(
3
5
)

里

美

の

同

僚

鈴

掛

晴

子

(
2
5
)

里

美

の

同

僚

権

藤

進

(
4
5
)

学

年

主

任

田

代

哲

也

(
1
0
)

真

守

の

親

友

深

山

英

輔

(
1
6
)

里

美

の

生

徒

松

井

康

太

(
1
6
)

里

美

の

生

徒

岡

倉

徹

(
1
6
)

里

美

の

生

徒

赤

井

雅

之

(
1
6
)

里

美

の

生

徒

田

畑

悠

馬

(
1
6
)

里

美

の

生

徒

神

崎

美

歩

(
1
6
)

里

美

の

生

徒

橋

本

玲

花

(
1
6
)

里

美

の

生

徒

久

納

薫

(
4
6
)

久

納

の

母

親

医

師

三

浦

良

一

(
3
3
)

真

守

の

担

任

戸

田

校

長

(
5
5
)

真

守

の

学

校

の

校

長

高

田

純

也

(
1
0
)

真

守

の

ク

ラ

ス

メ

イ

ト



ク

ラ

ス

メ

イ

ト

Ａ

(
1
0
)

真

守

の

ク

ラ

ス

メ

イ

ト

ク

ラ

ス

メ

イ

ト

Ｂ

(
1
0
)

真

守

の

ク

ラ

ス

メ

イ

ト

ク

ラ

ス

メ

イ

ト

Ｃ

(
1
0
)

真

守

の

ク

ラ

ス

メ

イ

ト

児

童

Ａ

児

童

Ｂ
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〇

私

立

吾

妻

高

校

・

全

景

盛

り

上

が

っ

て

い

る

生

徒

た

ち

の

声

。

〇

同

・

２

年

５

組

前

廊

下

２

年

５

組

の

札

。

生

徒

た

ち

の

声

が

廊

下

に

響

い

て

い

る

。

里

美

の

声

「

ホ

ー

ム

ル

ー

ム

始

め

る

よ

ー

」

〇

同

・

２

年

５

組

教

室

内

生

徒

た

ち

が

各

々

盛

り

上

が

っ

て

い

る

。

高

垣

里

美

(
3
6
)

が

黒

板

に

書

い

て

い

る

。

「

体

育

祭

リ

レ

ー

出

場

者

・

４

名

選

出

」

と

書

き

終

え

教

壇

か

ら

振

り

返

っ

て

生

徒

を

見

回

す

。

里

美

「

今

日

は

今

度

の

体

育

祭

、

ク

ラ

ス

対

抗

リ

レ

ー

の

走

者

を

決

め

て

ほ

し

い

の

。

委

員

長

、

よ

ろ

し

く

ね

」

深

山

英

輔

(
1
7
)

と

神

崎

美

歩

(
1
7
)

が

席

を

立

ち

教

壇

へ

上

が

る

。

里

美

、

教

壇

を

下

り

て

教

室

の

入

口

付

近

へ



2

移

動

す

る

。

深

山

「

や

る

か

ら

に

は

当

然

一

位

を

目

指

す

ぞ

」

一

斉

に

あ

が

る

歓

声

。

赤

井

雅

之

(
1
6
)

、

田

畑

悠

馬

(
1
6
)

、

橋

本

玲

花

(
1
6
)

が

大

声

で

盛

り

上

が

る

。

赤

井

「

や

っ

ぱ

優

勝

勝

ち

取

っ

て

こ

そ

だ

よ

な

」

玲

花

「

先

生

、

優

勝

し

た

ら

賞

品

と

か

な

い

の

？

」

里

美

「

な

ん

と

立

派

な

ト

ロ

フ

ィ

ー

と

賞

状

が

も

ら

え

ま

す

！

」

田

畑

「

普

通

じ

ゃ

ん

か

」

一

同

、

笑

う

。

深

山

「

で

も

負

け

る

の

な

ん

て

悔

し

い

だ

ろ

。

俺

た

ち

で

優

勝

か

っ

さ

ら

っ

て

や

ろ

う

ぜ

」

美

歩

「

そ

れ

じ

ゃ

男

女

二

人

ず

つ

、

誰

か

立

候

補

か

推

薦

は

い

ま

せ

ん

か

」

松

井

康

太

(
1
6
)

が

手

を

挙

げ

る

。

松

井

「

は

い

は

ー

い

！

俺

走

り

た

い

っ

す

」

一

斉

に

あ

が

る

歓

声

と

拍

手

。

赤

井

「

い

い

ぞ

松

ち

ゃ

ん

！

」

岡

倉

「

俺

も

俺

も

！

」



3

玲

花

「

え

ー

岡

倉

あ

ん

た

足

早

い

の

？

」

岡

倉

「

こ

れ

で

も

記

録

持

ち

だ

ぜ

」

玲

花

「

え

、

意

外

」

赤

井

が

手

を

挙

げ

る

。

赤

井

「

俺

も

走

り

た

い

！

」

次

々

に

手

を

挙

げ

る

男

子

生

徒

た

ち

。

口

々

に

俺

が

俺

が

と

主

張

す

る

。

美

歩

「

ち

ょ

っ

と

ち

ょ

っ

と

…

深

山

く

ん

」

困

惑

し

た

表

情

で

深

山

を

見

る

美

歩

。

深

山

「

俺

も

走

り

た

く

な

っ

て

き

た

」

美

歩

「

え

ー

。

こ

れ

じ

ゃ

決

ま

ら

な

い

よ

」

深

山

「

じ

ゃ

ん

け

ん

で

決

め

る

か

？

」

美

歩

「

そ

れ

じ

ゃ

適

当

す

ぎ

な

い

？

」

里

美

、

に

ぎ

や

か

な

生

徒

た

ち

を

嬉

し

そ

う

に

眺

め

て

い

る

。

教

室

の

真

ん

中

に

誰

も

座

っ

て

い

な

い

席

が

あ

る

。

〇

同

・

職

員

室

(

夕

)

里

美

、

自

席

で

パ

ソ

コ

ン

で

数

学

の

テ

ス

ト



4

を

作

成

し

て

い

る

。

森

口

航

太

郎

(
3
5
)

が

入

っ

て

く

る

。

森

口

、

里

美

の

隣

の

席

に

来

て

里

美

の

パ

ソ

コ

ン

を

覗

き

込

む

。

里

美

、

気

付

い

て

い

な

い

。

森

口

「

テ

ス

ト

で

す

か

」

里

美

「

わ

っ

！

び

っ

く

り

し

た

…

森

口

先

生

」

森

口

、

パ

ソ

コ

ン

を

注

視

す

る

。

森

口

「

先

生

、

ち

ょ

っ

と

前

に

も

こ

の

テ

ス

ト

作

っ

て

ま

せ

ん

で

し

た

？

」

里

美

「

い

え

、

こ

れ

は

別

の

生

徒

用

な

ん

で

す

」

森

口

「

別

の

っ

て

？

」

里

美

の

向

か

い

の

席

か

ら

鈴

掛

晴

子

(
2
5
)

が

話

し

か

け

て

く

る

。

晴

子

「

高

垣

先

生

、

生

徒

ご

と

に

小

テ

ス

ト

の

問

題

を

変

え

て

る

ん

だ

そ

う

で

す

よ

」

森

口

「

一

人

ひ

と

り

？

ク

ラ

ス

全

員

分

で

す

か

」

里

美

「

え

え

、

全

員

理

解

度

が

違

い

ま

す

か

ら

」

森

口

「

そ

り

ゃ

そ

う

で

す

け

ど

…

そ

れ

っ

て

大

変

じ

ゃ

な

い

で

す

か

」
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森

口

と

晴

子

、

目

を

合

わ

せ

て

頷

く

。

里

美

「

確

か

に

大

変

で

す

け

ど

、

こ

れ

も

生

徒

の

為

で

す

か

ら

」

晴

子

「

か

っ

こ

い

い

…

」

森

口

「

教

師

の

鑑

で

す

ね

」

里

美

、

恥

ず

か

し

そ

う

に

笑

う

。

里

美

「

そ

ん

な

立

派

じ

ゃ

な

い

で

す

よ

」

晴

子

「

謙

遜

し

な

い

で

く

だ

さ

い

よ

」

里

美

「

私

な

ん

て

旦

那

に

も

逃

げ

ら

れ

る

よ

う

な

た

だ

の

仕

事

バ

カ

な

ん

で

、

鑑

な

ん

か

じ

ゃ

な

い

で

す

ホ

ン

ト

」

森

口

「

い

や

、

僕

は

そ

の

元

旦

那

さ

ん

に

見

る

目

が

な

い

だ

け

だ

と

思

い

ま

す

け

ど

ね

」

晴

子

「

右

に

同

じ

で

す

」

里

美

「
（

苦

笑

）

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

壁

の

時

計

は

５

時

を

過

ぎ

て

い

る

。

晴

子

、

時

計

を

見

て

立

ち

上

が

る

。

晴

子

「

あ

、

ヤ

バ

」

晴

子

が

権

藤

進

(
4
5
)

の

席

へ

行

っ

て

頭

を

下
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げ

る

。

晴

子

「

す

み

ま

せ

ん

、

息

子

の

お

迎

え

が

あ

る

の

で

お

先

に

失

礼

し

ま

す

」

権

藤

「

お

ぉ

、

お

疲

れ

さ

ん

」

晴

子

「

お

疲

れ

様

で

す

」

晴

子

、

里

美

と

森

口

に

一

礼

し

て

足

早

に

職

員

室

を

出

て

い

く

。

森

口

、

パ

ソ

コ

ン

を

開

き

な

が

ら

森

口

「

鈴

掛

先

生

も

忙

し

そ

う

で

す

ね

ぇ

。

お

母

さ

ん

は

大

変

だ

」

里

美

、

パ

ソ

コ

ン

を

閉

じ

る

と

ク

ラ

ス

出

欠

表

を

取

り

出

し

て

開

く

。

名

前

を

順

に

指

で

な

ぞ

り

、

久

納

怜

人

(
1
7
)

の

名

前

で

止

め

る

。

出

欠

表

は

最

初

の

一

か

月

以

外

ず

っ

と

欠

席

。

権

藤

「

高

垣

先

生

は

い

い

ん

で

す

か

、

帰

ら

な

く

て

。

お

子

さ

ん

待

っ

て

る

で

し

ょ

」

里

美

、

我

に

返

っ

て

振

り

返

る

。

里

美

「

え

？

あ

、

大

丈

夫

で

す

」

森

口

「

あ

れ

、

先

生

お

子

さ

ん

い

た

ん

で

す

か

」
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里

美

「

は

い

。

1
0

歳

の

息

子

が

一

人

」

森

口

「

そ

う

だ

っ

た

ん

だ

。

ち

ょ

っ

と

残

念

」

里

美

「

え

？

」

森

口

「

な

ん

で

も

な

い

で

す

。

で

も

先

生

、

息

子

さ

ん

家

に

一

人

で

す

よ

ね

。

心

配

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

早

く

帰

っ

て

あ

げ

た

方

が

」

里

美

「

あ

の

子

は

し

っ

か

り

し

て

る

ん

で

、

私

が

遅

く

て

も

大

丈

夫

な

ん

で

す

」

森

口

「

そ

ん

な

も

ん

で

す

か

…

？

」

里

美

、

時

計

を

見

る

。

ち

ょ

っ

と

考

え

て

か

ら

鞄

に

ク

ラ

ス

名

簿

を

突

っ

込

む

と

立

ち

上

が

り

権

藤

の

席

へ

行

く

。

里

美

「

す

み

ま

せ

ん

、

や

っ

ぱ

り

帰

り

ま

す

ね

」

権

藤

「

は

い

は

い

、

お

疲

れ

様

」

里

美

、

一

礼

し

て

足

早

に

出

て

い

く

。

森

口

、

里

美

に

手

を

振

っ

て

見

送

り

仕

事

に

戻

る

。

〇

古

い

ア

パ

ー

ト

（

里

美

の

家

）
・

全

景

（

夕

）

小

さ

な

ア

パ

ー

ト

。
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〇

里

美

の

家

の

前

表

札

に

「

高

垣

」

と

書

い

て

あ

る

。

〇

里

美

の

家

・

リ

ビ

ン

グ

（

夕

）

高

垣

真

守

(
1
0
)

が

テ

レ

ビ

を

点

け

た

ま

ま

宿

題

の

漢

字

の

書

き

取

り

を

や

っ

て

い

る

。

横

に

は

ラ

ン

ド

セ

ル

が

乱

暴

に

置

い

て

あ

る

。

中

か

ら

「

死

ね

」
「

ク

ズ

」

等

の

落

書

き

だ

ら

け

の

ノ

ー

ト

が

数

冊

見

え

る

。

壁

の

時

計

を

見

る

。

午

後

７

時

。

真

守

、

溜

息

を

つ

き

書

き

取

り

に

戻

る

。

〇

久

納

の

家

・

全

景

（

夜

）

自

転

車

に

乗

っ

た

里

美

が

や

っ

て

く

る

。

正

面

に

自

転

車

を

停

め

家

を

見

上

げ

る

。

二

階

の

一

室

に

灯

り

が

と

も

っ

て

い

る

。

〇

同

・

玄

関

（

夜

）

薄

暗

い

中

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

っ

て

い

る

。
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電

気

が

点

い

て

久

納

薫

(
4
6
)

が

や

っ

て

く

る

。

薫

「

は

い

は

い

…

お

待

ち

く

だ

さ

い

ね

」

ド

ア

を

開

け

る

と

里

美

が

立

っ

て

い

る

。

里

美

「

ど

う

も

こ

ん

ば

ん

は

」

薫

「

あ

ら

、

先

生

…

」

里

美

、

笑

顔

を

作

り

鞄

か

ら

プ

リ

ン

ト

と

手

紙

を

差

し

出

す

。

里

美

「

あ

の

、

今

日

は

お

知

ら

せ

を

お

持

ち

し

た

ん

で

す

。

体

育

祭

の

」

薫

、

受

け

取

る

が

表

情

は

暗

い

。

薫

「

先

生

、

毎

回

来

て

い

た

だ

い

て

申

し

訳

あ

り

ま

せ

ん

が

怜

人

は

ま

だ

」

里

美

「

い

い

ん

で

す

、

無

理

に

会

お

う

と

か

、

連

れ

て

行

こ

う

と

か

す

る

つ

も

り

は

あ

り

ま

せ

ん

の

で

！

た

だ

、

知

っ

て

お

い

て

ほ

し

い

な

っ

て

思

っ

て

」

〇

同

・

久

納

の

部

屋

（

夜

）

里

美

の

声

「

寂

し

い

じ

ゃ

な

い

で

す

か

、

知

ら

な

い

う

ち

に

行

事

が

終

わ

っ

ち

ゃ

っ

た

ら

」
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ベ

ッ

ド

に

横

に

な

り

雑

誌

を

広

げ

て

い

る

久

納

、

チ

ラ

チ

ラ

と

ド

ア

を

見

る

。

立

ち

上

が

り

、

机

の

上

の

カ

レ

ン

ダ

ー

に

近

付

く

。

里

美

の

声

「

来

月

の

第

一

日

曜

な

ん

で

す

。

皆

も

す

ご

く

張

り

切

っ

て

る

ん

で

す

よ

」

薫

の

声

「

は

ぁ

…

」

久

納

、

カ

レ

ン

ダ

ー

の

日

曜

を

な

ぞ

る

。

す

ぐ

に

カ

レ

ン

ダ

ー

を

放

っ

て

ベ

ッ

ド

に

戻

る

。

枕

を

頭

に

押

し

付

け

て

耳

を

塞

ぐ

。

〇

同

・

玄

関

（

夜

）

里

美

、

鞄

を

持

ち

直

し

て

薫

に

笑

顔

を

見

せ

る

。

里

美

「

今

日

は

こ

れ

で

失

礼

致

し

ま

す

ね

。

も

し

怜

人

く

ん

が

興

味

を

持

っ

て

く

れ

た

ら

、

一

分

で

も

来

て

く

れ

た

ら

嬉

し

い

で

す

」

里

美

、

二

階

の

久

納

の

部

屋

に

向

け

て

里

美

「

ま

た

ね

、

久

納

く

ん

！

今

度

は

顔

見

せ

て

ね

！

」
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久

納

の

部

屋

は

静

か

な

ま

ま

。

里

美

、

薫

に

会

釈

す

る

。

里

美

「

そ

れ

で

は

失

礼

し

ま

す

」

薫

「

あ

、

は

い

…

」

里

美

、

家

を

出

て

い

く

。

〇

同

・

玄

関

前

（

夜

）

里

美

が

出

て

く

る

。

振

り

返

り

、

二

階

を

見

上

げ

る

。

窓

の

向

こ

う

に

人

影

が

揺

れ

て

い

る

。

里

美

、

満

足

げ

に

微

笑

む

。

里

美

「

よ

し

」

里

美

、

自

転

車

に

乗

っ

て

走

り

出

す

。

〇

里

美

の

家

・

全

景

（

夜

）

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

）

書

き

取

り

を

終

え

た

ノ

ー

ト

が

テ

ー

ブ

ル

の

上

に

広

げ

っ

ぱ

な

し

。

携

帯

ゲ

ー

ム

を

や

っ

て

い

る

真

守

、

玄

関

の
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方

か

ら

ド

ア

を

開

け

る

音

が

し

て

顔

を

上

げ

る

。

里

美

の

声

「

た

だ

い

ま

ー

」

真

守

「

お

か

え

り

！

」

真

守

、

立

ち

上

が

り

部

屋

を

出

て

い

く

。

〇

同

・

玄

関

（

夕

）

里

美

、

食

材

が

い

っ

ぱ

い

詰

ま

っ

た

エ

コ

バ

ッ

グ

を

置

く

と

上

着

を

脱

い

で

ハ

ン

ガ

ー

に

か

け

靴

を

脱

ぐ

。

真

守

、

里

美

に

駆

け

寄

る

。

真

守

「

お

帰

り

お

母

さ

ん

」

里

美

「

た

だ

い

ま

。

遅

く

な

っ

ち

ゃ

っ

て

ご

め

ん

ね

、

今

ご

飯

用

意

す

る

ね

」

里

美

、

真

守

の

頭

を

撫

で

る

と

部

屋

に

入

っ

て

い

く

。

真

守

、

後

を

つ

い

て

い

く

。

玄

関

に

は

里

美

の

キ

レ

イ

な

パ

ン

プ

ス

と

、

真

守

の

泥

だ

ら

け

の

ス

ニ

ー

カ

ー

が

並

ん

で

い

る

。
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〇

久

納

の

家

・

久

納

の

部

屋

（

夜

）

久

納

、

ベ

ッ

ド

の

上

に

座

っ

て

窓

の

外

を

眺

め

て

い

る

。

満

月

の

光

が

室

内

を

照

ら

し

て

い

る

。

久

納

の

手

に

は

里

美

が

書

い

た

手

紙

（

便

箋

２

枚

）
。

久

納

、

満

月

を

見

つ

め

、

ゆ

っ

く

り

と

ベ

ッ

ド

か

ら

立

ち

上

が

る

。

〇

私

立

吾

妻

高

校

・

２

年

５

組

前

廊

下

（

朝

）

美

歩

が

里

美

の

手

を

引

い

て

走

っ

て

く

る

。

里

美

「

ち

ょ

っ

と

神

崎

さ

ん

ど

う

し

た

の

？

」

美

歩

「

入

っ

て

入

っ

て

！

」

美

歩

、

里

美

を

教

室

に

押

し

込

む

。

〇

同

・

２

年

５

組

教

室

内

（

朝

）

美

歩

に

押

さ

れ

た

里

美

、

教

室

に

入

っ

て

周

囲

を

見

回

す

。

里

美

「

も

う

、

何

…

」
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久

納

の

席

を

遠

巻

き

に

見

て

い

た

生

徒

た

ち

、

里

美

を

振

り

返

る

。

席

に

座

っ

て

縮

こ

ま

っ

て

い

る

久

納

、

顔

を

上

げ

て

里

美

を

見

る

。

里

美

、

驚

い

て

固

ま

る

。

久

納

「

あ

、

先

生

…

」

里

美

、

笑

顔

。

久

納

の

席

ま

で

行

く

。

里

美

「

お

は

よ

う

、

久

納

く

ん

」

久

納

、

笑

顔

を

見

せ

て

久

納

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

」

生

徒

た

ち

も

安

堵

し

た

様

子

。

〇

同

・

全

景

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

〇

同

・

２

年

５

組

教

室

内

教

科

書

を

片

付

け

る

生

徒

た

ち

。

里

美

、

黒

板

を

消

し

て

い

る

。

久

納

「

先

生

」
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里

美

が

振

り

返

る

と

久

納

が

い

る

。

〇

同

・

中

庭

遊

ん

で

い

る

生

徒

、
談

笑

し

て

い

る

生

徒

等

、

各

々

が

楽

し

そ

う

に

過

ご

し

て

い

る

。

ベ

ン

チ

に

並

ん

で

座

っ

て

い

る

里

美

と

久

納

。

里

美

「

ど

う

？

久

し

ぶ

り

の

授

業

は

。

付

い

て

い

け

た

？

」

久

納

「

な

ん

と

か

…

。

一

応

、

自

習

は

す

る

よ

う

に

し

て

た

か

ら

」

里

美

「

え

ら

い

ね

、

君

は

」

久

納

、

首

を

横

に

振

る

。

久

納

「

怖

い

だ

け

で

す

。

周

り

に

置

い

て

か

れ

る

の

が

。

せ

め

て

勉

強

だ

け

で

も

っ

て

」

里

美

「

そ

ん

な

自

分

を

理

解

し

て

努

力

し

て

る

っ

て

だ

け

で

、

じ

ゅ

う

ぶ

ん

す

ご

い

よ

」

久

納

、

視

線

を

逸

ら

し

た

ま

ま

笑

う

。

久

納

「

…

本

当

は

、

学

校

に

来

る

の

も

ま

だ

怖

い

ん

だ

け

ど

。

で

も

、

先

生

が

護

っ

て

く

れ

る

っ

て

言

っ

た

か

ら

」
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里

美

「

え

？

…

あ

あ

、

手

紙

の

こ

と

ね

」

久

納

「

う

ん

、

先

生

が

い

て

く

れ

る

な

ら

頑

張

れ

る

っ

て

思

っ

た

」

久

納

、

胸

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

小

さ

く

畳

ん

だ

里

美

か

ら

の

手

紙

を

見

せ

る

。

里

美

「

そ

っ

か

…

そ

っ

か

」

里

美

、

満

足

げ

に

う

な

ず

く

。

里

美

「

久

納

く

ん

。

私

は

あ

な

た

の

味

方

だ

か

ら

ね

。

い

つ

で

も

護

っ

て

あ

げ

る

か

ら

ね

」

久

納

「

う

ん

。

先

生

」

里

美

と

久

納

、

微

笑

み

あ

う

。

〇

同

・

職

員

室

権

藤

が

笑

顔

で

入

っ

て

く

る

。

権

藤

「

高

垣

先

生

、

聞

き

ま

し

た

よ

。

不

登

校

の

生

徒

が

登

校

し

て

く

れ

た

そ

う

で

す

ね

」

里

美

「

は

い

、

そ

う

な

ん

で

す

。

５

月

ぶ

り

に

」

権

藤

「

い

や

ぁ

素

晴

ら

し

い

。

久

納

く

ん

と

い

え

ば

や

た

ら

繊

細

で

難

し

い

子

だ

っ

た

の

に

一

体

ど

ん

な

魔

法

を

使

っ

た

ん

で

す

？

」
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里

美

「

特

別

な

こ

と

は

何

も

。

た

だ

、

何

回

も

何

回

も

家

に

通

っ

て

、

手

紙

で

気

持

ち

を

伝

え

た

だ

け

で

す

」

権

藤

「

生

徒

一

人

の

た

め

に

そ

こ

ま

で

時

間

を

か

け

る

…

実

に

素

晴

ら

し

い

。（

周

囲

を

見

て

）

皆

も

高

垣

先

生

に

拍

手

！

」

権

藤

が

促

し

て

拍

手

が

起

こ

る

。

晴

子

、

森

口

が

拍

手

し

て

い

る

。

里

美

、

照

れ

臭

そ

う

に

笑

う

。

〇

里

美

の

家

・

全

景

（

夜

）

鼻

歌

を

歌

い

な

が

ら

里

美

が

帰

っ

て

く

る

。

自

転

車

か

ご

に

は

食

材

が

詰

ま

っ

た

エ

コ

バ

ッ

グ

。

〇

同

・

台

所

里

美

、

台

所

に

入

り

エ

コ

バ

ッ

グ

を

作

業

ス

ペ

ー

ス

に

置

く

。

真

守

、

顔

を

出

す

。

真

守

「

お

母

さ

ん

お

か

え

り

！

」
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里

美

「

た

だ

い

ま

。

今

ご

飯

作

る

ね

」

真

守

「

も

う

ご

飯

炊

い

て

あ

る

し

、

み

そ

汁

も

作

っ

た

よ

！

」

炊

飯

器

は

保

温

状

態

、

ガ

ス

コ

ン

ロ

に

は

片

手

鍋

が

乗

っ

て

い

る

。

里

美

「

あ

ら

ほ

ん

と

。

す

ご

い

じ

ゃ

な

い

真

守

！

あ

り

が

と

う

ね

」

真

守

、

照

れ

臭

そ

う

に

笑

う

。

真

守

「

そ

れ

で

ね

お

母

さ

ん

、

今

度

の

運

動

会

な

ん

だ

け

ど

」

里

美

「

じ

ゃ

あ

真

守

、

お

母

さ

ん

お

か

ず

作

っ

ち

ゃ

う

か

ら

。

お

部

屋

片

づ

け

て

き

て

ね

。

お

話

は

ご

飯

の

時

に

聞

く

わ

」

真

守

「

あ

…

う

ん

、

わ

か

っ

た

」

真

守

、

プ

リ

ン

ト

を

握

り

締

め

る

と

寂

し

そ

う

に

台

所

を

出

て

い

く

。

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

）

テ

ー

ブ

ル

の

上

に

ご

飯

と

み

そ

汁

、

豚

の

生

姜

焼

き

と

サ

ラ

ダ

が

並

ん

で

い

る

。
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里

美

と

真

守

が

食

事

を

し

て

い

る

。

真

守

、

テ

レ

ビ

を

気

に

し

な

が

ら

食

事

。

里

美

「

真

守

、

テ

レ

ビ

ば

っ

か

り

見

な

い

の

。

こ

ぼ

し

て

る

よ

」

真

守

「

あ

、

は

ー

い

」

真

守

、

服

に

着

い

た

ご

飯

粒

を

取

っ

て

食

べ

る

。

里

美

「

で

、

さ

っ

き

何

言

お

う

と

し

て

た

の

？

」

真

守

「

運

動

会

！

お

知

ら

せ

も

ら

っ

た

」

里

美

「

へ

ぇ

。

い

つ

い

つ

？

」

里

美

、

手

を

差

し

出

す

。

真

守

、

立

ち

上

が

っ

て

プ

リ

ン

ト

を

手

渡

し

な

が

ら

真

守

「

来

月

の

最

初

の

日

曜

。

ぼ

く

ね

、

リ

レ

ー

に

出

る

ん

だ

よ

」

里

美

、

プ

リ

ン

ト

を

見

て

眉

を

顰

め

る

。

里

美

「

え

、

待

っ

て

来

月

の

第

一

日

曜

？

」

ス

マ

ホ

を

取

り

出

し

て

操

作

し

て

里

美

「

あ

ら

ー

…

ウ

チ

の

高

校

も

同

じ

日

に

体

育

祭

だ

」

真

守

「

え

」
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里

美

「

ご

め

ん

ね

、

お

母

さ

ん

仕

事

だ

か

ら

行

け

な

い

わ

」

真

守

「

…

そ

う

」

真

守

、

ゆ

っ

く

り

と

腰

を

下

ろ

す

。

里

美

「

ご

め

ん

ね

、

真

守

」

真

守

、

笑

顔

を

見

せ

て

真

守

「

う

う

ん

、

お

仕

事

だ

か

ら

仕

方

な

い

ね

」

里

美

も

笑

顔

を

見

せ

て

真

守

の

頭

を

撫

で

る

。

里

美

「

い

い

子

ね

」

真

守

「

…

う

ん

」

頭

を

撫

で

ら

れ

な

が

ら

下

を

向

く

真

守

。

表

情

は

見

え

な

い

。

里

美

「

じ

ゃ

あ

さ

、

お

詫

び

に

明

日

。

夜

ご

は

ん

ど

こ

か

食

べ

に

行

こ

う

か

」

真

守

、

顔

を

上

げ

る

。

真

守

「

い

い

の

？

」

里

美

「

う

ん

。

明

日

は

会

議

も

な

い

し

、

多

分

早

く

帰

っ

て

こ

れ

る

と

思

う

よ

」

真

守

「

し

ょ

う

が

な

い

な

、

行

っ

て

あ

げ

る

よ

」

真

守

、

笑

顔

で

小

指

を

差

し

出

す

。
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里

美

、

そ

っ

と

小

指

を

絡

め

る

。

里

美

・

真

守

「

ゆ

ー

び

き

ー

り

げ

ん

ま

ん

…

」

里

美

と

真

守

が

歌

っ

て

い

る

。

ソ

フ

ァ

に

あ

る

真

守

の

ラ

ン

ド

セ

ル

は

泥

を

拭

い

た

跡

が

残

っ

て

い

る

。

傍

に

は

泥

を

拭

っ

た

汚

れ

た

タ

オ

ル

が

丸

ま

っ

て

い

る

。

〇

私

立

吾

妻

高

校

・

正

門

前

放

課

後

の

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

生

徒

た

ち

が

帰

っ

て

い

く

。

〇

同

・

職

員

室

ま

だ

仕

事

を

し

て

い

る

教

員

が

多

い

。

里

美

、

机

の

上

を

ま

と

め

て

い

る

。

森

口

が

後

ろ

を

通

り

か

か

る

。

森

口

「

上

が

り

で

す

か

」

里

美

「

あ

、

は

い

。

こ

の

教

材

を

資

料

室

に

返

し

た

ら

そ

の

ま

ま

帰

ろ

う

か

と

」

森

口

「

先

生

に

し

て

は

珍

し

い

。

何

か

用

事

？

」

里

美

「

え

え

、

ま

あ

。

息

子

と

食

事

に

で

も

」
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森

口

「

そ

れ

は

い

い

で

す

ね

。

楽

し

ん

で

」

里

美

「

は

い

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

里

美

、

会

釈

す

る

と

教

材

と

鞄

を

抱

え

て

職

員

室

を

出

て

い

く

。

森

口

、

笑

顔

で

見

送

る

。

〇

同

・

資

料

室

里

美

、

資

料

室

の

ド

ア

を

開

け

放

し

て

片

付

け

て

い

る

。

久

納

が

入

っ

て

く

る

。

久

納

「

先

生

」

里

美

「

あ

ら

ど

う

し

た

の

、

も

う

下

校

時

間

よ

」

久

納

、

悲

し

気

に

目

を

伏

せ

拳

を

握

る

。

里

美

、

不

思

議

そ

う

に

久

納

を

見

る

。

里

美

「

久

納

く

ん

…

？

」

久

納

「

先

生

…

僕

の

話

、

聞

い

て

く

れ

ま

す

か

」

里

美

、

言

葉

に

詰

ま

り

、

壁

掛

け

時

計

を

見

上

げ

る

。

時

計

は

午

後

４

時

を

回

っ

て

い

る

。

里

美

「

ご

め

ん

ね

久

納

く

ん

。

今

日

は

も

う

…

」
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久

納

「

僕

の

話

、

聞

い

て

く

れ

な

い

ん

で

す

か

!
?

」

久

納

、

ド

ア

を

思

い

切

り

叩

く

。

里

美

、

大

き

な

音

に

一

瞬

怯

む

。

久

納

と

時

計

を

見

て

逡

巡

す

る

里

美

。

久

納

「

先

生

」

久

納

が

無

表

情

に

里

美

を

見

る

。

里

美

、

慌

て

て

振

り

返

り

笑

顔

を

作

る

。

里

美
「

わ

か

っ

た

わ

、
話

を

聞

く

。
職

員

室

で

い

い

？

」

里

美

、

久

納

に

資

料

室

か

ら

出

る

よ

う

に

促

す

。

里

美

と

久

納

、

資

料

室

を

出

て

い

く

。

壁

掛

け

時

計

の

秒

針

が

チ

ク

タ

ク

と

音

を

立

て

て

動

い

て

い

る

。

〇

同

・

正

門

前

（

夕

）

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

っ

て

い

る

。

大

時

計

が

午

後

６

時

を

指

し

て

い

る

。

里

美

、

駆

け

足

で

出

て

く

る

。

腕

時

計

を

チ

ラ

チ

ラ

と

見

な

が

ら

全

速

力

で

走

っ

て

正

門

を

出

て

い

く

。
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〇

里

美

の

家

・

リ

ビ

ン

グ

（

夕

）

薄

暗

い

室

内

。

照

明

も

テ

レ

ビ

も

点

い

て

い

な

い

。

壁

の

時

計

は

午

後

７

時

を

指

し

て

い

る

。

真

守

、

ソ

フ

ァ

に

丸

ま

っ

て

寝

転

が

っ

て

い

る

。

顔

は

見

え

な

い

が

、

背

中

に

は

靴

の

跡

が

着

い

て

い

る

の

が

見

え

る

。

ラ

ン

ド

セ

ル

は

泥

だ

ら

け

の

ま

ま

。

〇

同

・

家

の

前

（

夕

）

自

転

車

を

こ

い

で

里

美

が

帰

っ

て

く

る

。

息

を

切

ら

し

な

が

ら

自

転

車

を

停

め

、

玄

関

の

ド

ア

を

開

け

る

。

里

美

「

た

だ

い

ま

ー

！

」

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

夕

）

真

守

、

里

美

の

声

に

飛

び

起

き

、

ラ

ン

ド

セ

ル

を

ソ

フ

ァ

の

陰

に

押

し

込

み

背

中

を

隠

す
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姿

勢

で

寝

た

ふ

り

を

す

る

。

里

美

「

ご

め

ん

ね

結

局

遅

く

な

っ

ち

ゃ

っ

て

…

」

里

美

が

入

っ

て

き

て

電

気

を

点

け

る

。

里

美

「

真

守

、

い

る

の

？

」

ソ

フ

ァ

の

真

守

を

見

つ

け

て

苦

笑

す

る

。

里

美

「

こ

ん

な

と

こ

ろ

で

昼

寝

し

ち

ゃ

っ

て

」

真

守

、

今

起

き

た

よ

う

に

演

じ

る

。

真

守

「

あ

、

お

か

え

り

」

里

美

「

た

だ

い

ま

。

ご

め

ん

ね

遅

く

な

っ

ち

ゃ

っ

た

。

今

か

ら

お

店

行

っ

た

ら

遅

く

な

る

ね

」

真

守

「

い

い

よ

、

別

に

期

待

し

て

な

か

っ

た

し

」

里

美

「

あ

ら

ク

ー

ル

な

言

い

方

」

真

守

「

お

仕

事

で

し

ょ

？

仕

方

な

い

よ

」

里

美

「

う

ん

…

ご

め

ん

ね

」

里

美

、

真

守

の

頭

を

撫

で

よ

う

と

手

を

伸

ば

す

。

真

守

、

サ

ッ

と

立

ち

上

が

り

ラ

ン

ド

セ

ル

を

抱

え

て

早

足

で

部

屋

を

出

て

い

く

。

真

守

「

ト

イ

レ

」

里

美

「

あ

、

う

ん

。

夕

飯

、

用

意

す

る

ね

」



26

里

美

、

立

ち

上

が

る

。

〇

同

・

全

景

（

夜

）

月

が

上

が

っ

て

い

る

。

〇

同

・

浴

室

（

夜

）

真

っ

暗

な

浴

室

に

佇

ん

で

い

る

真

守

。

右

手

に

は

カ

ッ

タ

ー

ナ

イ

フ

。

真

守

、

呼

吸

を

荒

く

し

な

が

ら

ゆ

っ

く

り

と

目

を

閉

じ

る

。

暗

い

浴

室

に

水

滴

が

落

ち

る

音

が

響

く

。

〇

同

・

台

所

（

夜

）

里

美

、

夕

飯

を

作

っ

て

い

る

。

時

計

を

見

る

。
午

後

７

時

3
0

分

を

過

ぎ

て

い

る

。

里

美

「

ま

だ

ト

イ

レ

に

い

る

の

か

し

ら

」

里

美

、

火

を

止

め

台

所

を

出

て

行

く

。

里

美

「

真

守

ー

？

お

腹

で

も

痛

い

の

？

」
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〇

同

・

浴

室

（

夜

）

暗

い

室

内

。

真

守

が

倒

れ

て

い

る

。

里

美

の

声

「

真

守

ー

？

ど

こ

？

」

真

守

の

反

応

は

な

い

。

〇

同

・

脱

衣

所

前

（

夜

）

里

美

、

一

度

通

り

過

ぎ

た

が

戻

っ

て

く

る

。

部

屋

を

覗

き

込

み

里

美

「

真

守

、

い

る

？

」

返

事

は

な

い

。

里

美

、

脱

衣

所

に

入

る

。

〇

同

・

脱

衣

所

（

夜

）

里

美

、

浴

室

の

扉

の

前

に

立

つ

。

里

美

「

真

守

？

」

返

事

は

な

い

。

里

美

、

し

ば

ら

く

考

え

て

浴

室

の

電

気

を

点

け

て

反

応

を

見

る

。

反

応

は

な

い

。
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里

美

「

真

守

、

い

な

い

よ

ね

？

開

け

る

よ

？

」

里

美

、

そ

っ

と

浴

室

の

ド

ア

を

開

け

る

。

〇

同

・

浴

室

（

夜

）

床

が

血

だ

ま

り

に

な

っ

て

い

る

。

血

だ

ま

り

の

中

心

、

タ

オ

ル

を

噛

み

、

右

手

に

血

ま

み

れ

の

カ

ッ

タ

ー

を

持

ち

左

手

首

か

ら

血

を

流

し

た

状

態

で

真

守

が

倒

れ

て

い

る

。

里

美

、

茫

然

と

そ

の

様

子

を

見

つ

め

る

。

不

意

に

膝

か

ら

崩

れ

落

ち

る

里

美

。

里

美

「

真

守

…

？

う

そ

で

し

ょ

、

真

守

」

事

態

を

呑

み

込

め

て

き

た

里

美

、

泣

き

叫

ん

で

真

守

に

飛

び

つ

く

。

〇

聖

霊

病

院

・

全

景

（

夜

）

〇

同

・

手

術

室

前

（

夜

）

手

術

中

の

ラ

ン

プ

が

点

い

て

い

る

。

脇

の

ベ

ン

チ

で

一

人

う

ず

く

ま

る

里

美

。

里

美

の

携

帯

が

鳴

る

。
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ノ

ロ

ノ

ロ

と

電

話

に

出

る

里

美

。

里

美

「

…

は

い

」

森

口

の

声

「

あ

、

高

垣

先

生

？

す

み

ま

せ

ん

遅

い

時

間

に

」

〇

森

口

の

自

室

マ

ン

シ

ョ

ン

（

夜

）

シ

ン

プ

ル

な

室

内

。

帰

宅

し

て

き

た

ば

か

り

の

森

口

、

鞄

を

置

い

て

上

着

を

脱

ぎ

な

が

ら

電

話

を

し

て

い

る

。

森

口

「

実

は

明

日

、

運

動

会

に

つ

い

て

急

遽

会

議

が

入

り

ま

し

て

。

早

朝

か

ら

の

招

集

だ

っ

た

ん

で

、

ち

ょ

っ

と

電

話

を

」

里

美

の

声

「
（

元

気

の

な

い

声

）

そ

う

で

す

か

」

森

口

「

先

生

？

ど

う

か

し

ま

し

た

？

元

気

な

さ

そ

う

で

す

け

ど

」

〇

聖

霊

病

院

・

手

術

室

前

（

夜

）

電

話

を

耳

に

当

て

た

ま

ま

声

を

押

し

殺

し

て

泣

く

里

美

。

森

口

の

声

「

先

生

？

も

し

か

し

て

泣

い

て

ま

す

？

何
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が

あ

っ

た

ん

で

す

？

」

里

美
「

す

み

ま

せ

ん

明

日

は

仕

事

…

行

け

そ

う

に

…

」

泣

い

て

言

葉

に

な

ら

な

い

里

美

。

〇

森

口

の

自

室

前

（

夜

）

脱

い

で

い

た

上

着

を

着

な

が

ら

ド

ア

を

開

け

て

飛

び

出

し

て

く

る

森

口

。

足

早

に

マ

ン

シ

ョ

ン

の

階

段

を

下

り

る

。

メ

ー

ル

が

届

き

走

り

な

が

ら

ス

マ

ホ

を

確

認

す

る

。

森

口

「

聖

霊

病

院

」

ス

マ

ホ

を

ポ

ケ

ッ

ト

に

押

し

込

み

道

路

に

出

る

。

〇

森

口

の

自

室

マ

ン

シ

ョ

ン

前

道

路

（

夜

）

森

口

、

道

路

に

出

て

辺

り

を

見

回

す

。

森

口

「

タ

ク

シ

ー

…

」

車

が

来

る

様

子

は

な

い

。

森

口

、

全

速

力

で

走

り

出

す

。
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〇

聖

霊

病

院

・

手

術

室

前

（

夜

）

手

術

中

の

ラ

ン

プ

が

消

え

る

。

医

師

が

手

術

室

か

ら

出

て

く

る

。

里

美

、

気

付

い

て

医

師

に

駆

け

寄

る

。

里

美

「

先

生

」

医

師

「

出

血

の

割

に

傷

は

浅

か

っ

た

よ

う

で

、

命

に

別

状

は

あ

り

ま

せ

ん

。

気

付

い

た

の

が

早

か

っ

た

の

も

幸

い

で

し

た

」

里

美

、

安

堵

の

息

を

吐

き

深

く

一

礼

。

里

美

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

医

師

、

手

術

室

へ

戻

っ

て

い

く

。

里

美

、
礼

を

し

た

ま

ま

床

を

見

つ

め

て

い

る

。

〇

同

・

真

守

の

病

室

（

夜

）

真

守

が

眠

っ

て

い

る

。

左

手

首

に

は

包

帯

。

里

美

、

ベ

ッ

ド

サ

イ

ド

に

座

り

真

守

を

見

つ

め

て

い

る

。

足

音

が

聞

こ

え

、

ノ

ッ

ク

さ

れ

る

。

森

口

の

声

「

先

生

、

森

口

で

す

」
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里

美

、

立

ち

上

が

っ

て

ド

ア

を

開

け

る

。

〇

同

・

真

守

の

病

室

前

（

夜

）

森

口

が

立

っ

て

い

る

。

里

美

、

ド

ア

を

開

け

会

釈

す

る

と

部

屋

か

ら

出

て

く

る

。

森

口

「

息

子

さ

ん

の

ご

容

態

は

」

里

美

「

手

術

は

無

事

終

わ

っ

て

、

今

寝

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

命

に

別

状

は

な

い

と

」

森

口

「

そ

う

で

す

か

」

森

口

、

ベ

ン

チ

に

座

る

よ

う

案

内

す

る

。

里

美

と

並

ん

で

座

る

森

口

。

里

美

「

わ

ざ

わ

ざ

来

て

く

だ

さ

っ

て

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

」

森

口

「

い

え

、

先

生

の

様

子

が

す

ご

く

心

配

だ

っ

た

も

の

で

す

か

ら

勝

手

に

来

て

し

ま

っ

た

だ

け

で

す

。

と

り

あ

え

ず

、

命

に

別

状

な

い

と

聞

け

た

だ

け

で

も

良

か

っ

た

」

里

美

、

力

な

く

笑

顔

を

作

る

が

ま

た

涙

が

こ

ぼ

れ

る

。
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里

美

「

す

み

ま

せ

ん

、

ま

た

…

」

森

口

「

い

え

、

お

気

に

な

さ

ら

ず

。

あ

、

じ

ゃ

あ

僕

席

を

外

し

ま

し

ょ

う

か

」

森

口

、

席

を

立

と

う

と

す

る

。

里

美

、

森

口

の

袖

を

強

く

つ

か

む

。

里

美

「

い

え

！

」

森

口

、

驚

い

て

里

美

を

見

る

。

里

美

「

す

み

ま

せ

ん

、

し

ば

ら

く

で

い

い

の

で

、

い

て

も

ら

え

ま

す

か

…

」

森

口

、

優

し

い

表

情

に

な

り

里

美

の

隣

に

座

り

直

す

。

森

口

「

僕

で

い

い

な

ら

、

そ

ば

に

い

ま

す

よ

」

里

美

、

森

口

の

肩

に

額

を

付

け

て

泣

く

。

森

口

、

里

美

を

優

し

く

見

つ

め

て

い

る

。

〇

里

美

の

家

・

全

景

（

朝

）

タ

ク

シ

ー

が

正

面

に

停

ま

る

。

里

美

が

降

り

て

く

る

。

タ

ク

シ

ー

の

中

か

ら

森

口

が

見

て

い

る

。

里

美

、

振

り

返

っ

て

森

口

に

礼

を

す

る

。
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森

口

「

学

校

の

方

に

は

僕

か

ら

適

当

に

説

明

し

て

お

き

ま

す

か

ら

、

先

生

は

息

子

さ

ん

の

傍

に

い

て

あ

げ

て

く

だ

さ

い

ね

」

里

美

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

里

美

、

部

屋

に

入

っ

て

い

こ

う

と

す

る

。

森

口

「

先

生

」

里

美

、

振

り

返

る

。

森

口

「

あ

ま

り

思

い

つ

め

す

ぎ

な

い

よ

う

に

」

里

美

「

は

い

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

里

美

、

笑

顔

を

作

り

一

礼

す

る

。

森

口

も

笑

顔

に

な

り

車

内

へ

引

っ

込

む

。

タ

ク

シ

ー

が

出

発

す

る

。

里

美

、

そ

れ

を

見

送

っ

て

部

屋

へ

入

る

。

〇

同

・

真

守

の

部

屋

（

朝

）

キ

レ

イ

に

片

付

い

た

部

屋

。

里

美

、

箪

笥

か

ら

着

替

え

を

出

す

。

ふ

と

部

屋

の

隅

に

追

い

や

ら

れ

て

い

る

ラ

ン

ド

セ

ル

に

気

付

い

て

近

付

く

。

ラ

ン

ド

セ

ル

は

泥

だ

ら

け

、

泥

の

足

跡

も

付
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い

て

い

る

。

里

美

、

険

し

い

表

情

に

な

り

ラ

ン

ド

セ

ル

を

開

け

る

。

中

に

は

ボ

ロ

ボ

ロ

に

な

っ

た

ノ

ー

ト

や

教

科

書

。

ど

れ

も

「

死

ね

」

や

「

き

も

い

」

な

ど

の

悪

口

が

乱

暴

に

書

き

込

ま

れ

て

い

る

。

脱

ぎ

捨

て

ら

れ

て

い

た

、

真

守

が

昨

日

来

て

い

た

シ

ャ

ツ

を

見

つ

け

る

。

広

げ

る

と

そ

の

背

中

に

も

泥

の

足

跡

。

里

美

「

ど

う

し

て

こ

ん

な

…

」

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

驚

く

里

美

。

机

の

上

の

時

計

は

朝

８

時

。

〇

同

・

玄

関

前

（

朝

）

ラ

ン

ド

セ

ル

を

背

負

っ

た

田

代

哲

也

(
1
0
)

が

立

っ

て

い

る

。

里

美

、

ド

ア

を

開

け

て

哲

也

を

見

る

。

里

美

「

あ

ら

、

田

代

く

ん

」

哲

也

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

！

真

守

く

ん

は

」
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里

美

「

真

守

は

ち

ょ

っ

と

具

合

が

悪

く

て

…

」

哲

也

、

真

剣

な

表

情

に

な

る

。

哲

也

「

も

し

か

し

て

、

自

殺

し

よ

う

と

し

た

？

」

里

美

、

驚

い

て

哲

也

を

見

る

。

里

美

、

哲

也

に

顔

を

近

づ

け

、

小

声

で

中

に

入

る

よ

う

促

す

。

〇

同

・

玄

関

（

朝

）

里

美

、

哲

也

の

前

に

膝

を

つ

き

目

線

を

合

わ

せ

る

。

里

美

「

真

守

の

こ

と

知

っ

て

る

の

？

」

哲

也

「

真

守

は

生

き

て

る

の

？

」

里

美

「

え

え

。

今

は

入

院

中

。

お

ば

さ

ん

は

着

替

え

取

り

に

帰

っ

て

き

た

と

こ

だ

っ

た

の

。

ね

え

そ

れ

よ

り

、

何

か

知

っ

て

る

こ

と

あ

る

の

？

あ

る

な

ら

教

え

て

」

哲

也

「

お

ば

さ

ん

、

何

も

知

ら

な

い

の

」

里

美

「

何

も

っ

て

何

!
?

あ

の

泥

だ

ら

け

の

ラ

ン

ド

セ

ル

の

こ

と

？

酷

い

落

書

き

ば

か

り

の

ノ

ー

ト

の

こ

と

!
?

」
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里

美

、

感

情

的

に

哲

也

の

肩

を

揺

さ

ぶ

る

。

哲

也

「

い

、

痛

い

よ

お

ば

さ

ん

」

里

美

「

あ

、

ご

め

ん

な

さ

い

…

」

里

美

、

我

に

返

り

哲

也

か

ら

手

を

放

す

。

里

美

、

深

く

深

呼

吸

を

し

て

か

ら

再

び

哲

也

に

顔

を

向

け

る

。

里

美

「

真

守

は

学

校

で

い

じ

め

ら

れ

て

い

る

の

？

」

哲

也

、

小

さ

く

う

な

ず

く

。

哲

也

「

僕

、

隣

の

ク

ラ

ス

だ

か

ら

詳

し

い

こ

と

ま

で

は

わ

か

ら

な

い

け

ど

、
５

月

く

ら

い

だ

っ

た

か

な

。

そ

れ

く

ら

い

か

ら

真

守

が

よ

く

ケ

ガ

す

る

よ

う

に

な

っ

て

た

」

里

美

、

茫

然

と

哲

也

の

話

を

聞

く

。

〇

（

回

想

）

真

守

の

通

う

小

学

校

・

廊

下

腕

に

い

く

つ

も

絆

創

膏

を

貼

っ

て

い

る

真

守

。

哲

也

に

笑

顔

で

「

大

丈

夫

」

と

言

っ

て

い

る

。

哲

也

の

声

「

何

聞

い

て

も

大

丈

夫

っ

て

答

え

る

だ

け

で

」
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〇

（

回

想

）

同

・

真

守

の

ク

ラ

ス

前

教

室

の

中

か

ら

怒

鳴

り

声

が

聞

こ

え

る

。

哲

也

が

隣

の

教

室

か

ら

出

て

く

る

。

そ

っ

と

ド

ア

の

隙

間

か

ら

教

室

を

覗

く

。

真

守

を

４

人

組

の

い

じ

め

っ

子

た

ち

が

殴

る

蹴

る

の

暴

行

を

加

え

て

い

る

の

が

見

え

る

。

哲

也

の

声

「

で

も

、

放

課

後

に

隣

の

ク

ラ

ス

か

ら

怒

鳴

り

声

と

か

聞

こ

え

て

見

に

行

っ

た

ら

真

守

が

蹴

ら

れ

て

た

こ

と

と

か

も

あ

っ

て

」

〇

（

回

想

）

同

・

真

守

の

ク

ラ

ス

内

哲

也

が

飛

び

込

ん

で

い

く

と

い

じ

め

っ

子

た

ち

は

散

り

散

り

に

逃

げ

て

い

く

。

哲

也

、

真

守

を

助

け

起

こ

す

。

哲

也

の

声

「

助

け

ら

れ

る

と

き

は

助

け

て

た

け

ど

、

そ

し

た

ら

僕

に

ば

れ

な

い

よ

う

に

や

る

よ

う

に

な

っ

た

だ

け

っ

ぽ

か

っ

た

」

ボ

ロ

ボ

ロ

の

真

守

、

哲

也

に

微

笑

む

。

〇

も

と

の

里

美

の

家

・

玄

関

（

朝

）
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里

美

、

哲

也

に

目

線

を

合

わ

せ

て

話

を

聞

い

て

い

る

。

里

美

「

先

生

に

は

？

」

哲

也

「

言

お

う

と

し

た

よ

。

で

も

、

真

守

が

や

め

て

っ

て

。

先

生

は

大

変

な

ん

だ

か

ら

っ

て

」

里

美

、

う

つ

む

く

。

哲

也

「

僕

、

お

ば

さ

ん

に

は

言

っ

た

方

が

い

い

っ

て

言

っ

た

ん

だ

。

い

つ

も

の

真

守

見

て

た

ら

、

あ

ん

な

ラ

ン

ド

セ

ル

と

か

見

た

ら

何

か

変

だ

っ

て

絶

対

気

付

い

て

る

は

ず

だ

か

ら

」

里

美

、

力

な

く

首

を

横

に

振

る

。

哲

也

「

き

っ

と

心

配

し

て

る

か

ら

言

っ

た

方

が

い

い

よ

っ

て

。

で

も

真

守

、

い

っ

つ

も

大

丈

夫

っ

て

…

。

絶

対

大

丈

夫

じ

ゃ

な

い

の

に

」

〇

（

回

想

）

下

校

途

中

の

道

（

夕

）

哲

也

と

真

守

（

泥

だ

ら

け

の

ラ

ン

ド

セ

ル

）

が

並

ん

で

歩

い

て

い

る

。

真

守

、

虚

ろ

な

表

情

。

哲

也

の

声

「

昨

日

の

帰

り

、

何

か

決

心

し

た

っ

て

感
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じ

の

顔

し

て

た

か

ら

ち

ょ

っ

と

嫌

な

予

感

し

て

た

ん

だ

け

ど

」

〇

も

と

の

里

美

の

家

・

玄

関

（

朝

）

哲

也

、

悲

し

そ

う

に

う

つ

む

く

。

哲

也

「

ま

さ

か

本

当

に

自

殺

し

よ

う

と

し

ち

ゃ

う

な

ん

て

」里

美

、

う

つ

む

い

た

ま

ま

。

里

美

「

…

違

う

わ

」

哲

也

、

顔

を

上

げ

不

思

議

そ

う

に

里

美

を

見

る

。

里

美

「

あ

の

子

は

昨

日

、

食

事

の

席

で

全

部

言

お

う

と

思

っ

て

た

ん

だ

。

な

の

に

私

が

約

束

を

す

っ

ぽ

か

し

ち

ゃ

っ

た

か

ら

、

あ

の

子

…

」

里

美

の

手

が

哲

也

の

肩

か

ら

滑

り

落

ち

る

。

哲

也

、

心

配

そ

う

に

里

美

を

見

て

い

る

。

里

美

「

何

も

、

何

も

あ

の

子

の

こ

と

気

付

い

て

あ

げ

ら

れ

な

か

っ

た

！

ず

っ

と

一

緒

に

い

た

は

ず

な

の

に

、

な

に

も

！

」

里

美

、

耐

え

き

れ

ず

泣

き

伏

せ

る

。
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〇

聖

霊

病

院

・

全

景

〇

同

・

真

守

の

病

室

前

「

高

垣

真

守

」

と

書

か

れ

た

札

が

か

か

っ

て

い

る

。

里

美

、

部

屋

の

前

で

少

し

た

め

ら

う

が

意

を

決

し

て

ノ

ッ

ク

し

て

部

屋

に

入

る

。

〇

同

・

真

守

の

病

室

真

守

が

ベ

ッ

ド

で

眠

っ

て

い

る

。

里

美

、

そ

っ

と

近

付

き

真

守

の

顔

を

覗

き

込

む

。

穏

や

か

に

眠

っ

て

い

る

真

守

。

左

手

首

に

は

包

帯

。

真

守

、

少

し

唸

っ

て

そ

っ

と

目

を

開

く

。

里

美

「

真

守

…

」

真

守

、

覗

き

込

ん

で

い

る

里

美

へ

視

線

を

向

け

る

。

真

守

「

母

さ

ん

…

」
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里

美

「

真

守

、

気

分

は

ど

う

？

ど

こ

か

苦

し

い

と

か

、

痛

い

と

か

、

な

い

？

」

真

守

、

ボ

ー

っ

と

し

た

様

子

。

左

手

を

動

か

そ

う

と

し

て

痛

み

を

感

じ

、

巻

か

れ

た

包

帯

を

見

て

目

を

見

開

く

。

真

守

「

そ

う

だ

、

ぼ

く

は

」

里

美

、

真

守

の

右

手

を

握

る

。

里

美

「

真

守

、

ご

め

ん

ね

」

真

守

、

里

美

を

見

る

。

真

守

「

ど

う

し

た

の

急

に

」

里

美

「

田

代

く

ん

か

ら

聞

い

た

」

真

守

、

う

つ

む

く

。

真

守

「

…

そ

っ

か

」

里

美

「

ダ

メ

ね

、

誰

か

か

ら

教

え

て

も

ら

わ

な

き

ゃ

こ

ん

な

大

変

な

こ

と

に

気

付

け

な

か

っ

た

な

ん

て

」

里

美

、

涙

を

堪

え

る

。

里

美

「

気

付

け

な

く

て

ご

め

ん

ね

」

真

守

「

仕

方

な

い

よ

。

母

さ

ん

は

仕

事

、

忙

し

い

も

ん

ね

」
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真

守

、

里

美

を

見

な

い

。

里

美

、

真

守

を

見

つ

め

る

。

里

美

「

真

守

」

真

守

、

里

美

に

背

中

を

向

け

る

。

真

守

「

帰

り

な

よ

、

今

日

も

学

校

あ

る

で

し

ょ

。

ぼ

く

は

大

丈

夫

だ

か

ら

」

里

美

「

何

言

っ

て

る

の

。

あ

な

た

が

こ

ん

な

状

態

な

の

に

仕

事

に

行

け

る

わ

け

な

い

じ

ゃ

な

い

」

真

守

「

今

更

母

親

ぶ

っ

た

こ

と

言

わ

な

い

で

よ

！

」

真

守

、

声

を

荒

ら

げ

な

が

ら

起

き

上

が

る

。

左

手

首

の

痛

み

に

う

ず

く

ま

る

。

里

美

が

触

れ

よ

う

と

す

る

と

手

を

払

う

。

里

美

「

真

守

」

真

守

「

結

局

母

さ

ん

が

気

付

い

た

の

は

ぼ

く

が

全

部

耐

え

ら

れ

な

く

な

っ

て

か

ら

じ

ゃ

な

い

か

。

そ

れ

ま

で

何

も

、

な

ん

に

も

気

付

い

て

く

れ

な

か

っ

た

！

」真

守

、

涙

を

溜

め

て

顔

を

上

げ

る

。

里

美

を

睨

み

つ

け

る

。

真

守

「

母

さ

ん

は

何

も

ぼ

く

の

こ

と

を

見

て

く

れ

て
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な

か

っ

た

。

外

に

い

る

こ

ど

も

の

こ

と

ば

っ

か

り

気

に

し

て

、

家

に

い

る

ぼ

く

の

こ

と

な

ん

か

い

っ

つ

も

置

き

去

り

で

」

里

美

、

何

も

言

え

ず

た

だ

真

守

を

見

る

。

真

守

「

お

仕

事

な

ん

だ

か

ら

我

慢

し

な

く

ち

ゃ

っ

て

思

っ

て

た

け

ど

…

ぼ

く

は

、

い

つ

も

ひ

と

り

ぼ

っ

ち

だ

っ

た

！

」

真

守

の

目

か

ら

涙

が

零

れ

る

。

真

守

「

学

校

で

も

家

で

も

ず

っ

と

ひ

と

り

だ

っ

た

」

里

美

「

真

守

っ

」

里

美

、

真

守

を

抱

き

し

め

る

。

里

美

「

ご

め

ん

ね

、

ご

め

ん

ね

。

母

さ

ん

が

間

違

っ

て

た

。

本

当

は

仕

事

よ

り

も

あ

な

た

の

方

が

大

事

だ

っ

て

わ

か

っ

て

た

の

に

、

あ

な

た

に

甘

え

て

し

ま

っ

て

た

。

あ

な

た

と

の

生

活

の

た

め

に

働

い

て

た

は

ず

な

の

に

、

い

つ

の

間

に

か

、

一

番

大

事

な

あ

な

た

と

の

生

活

を

な

い

が

し

ろ

に

し

て

し

ま

っ

て

た

の

ね

」

真

守

、

泣

い

て

い

る

。

真

守

「

母

さ

ん

の

ば

か

ぁ

…

大

嫌

い

だ

ぁ

」
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里

美

「

真

守

、

あ

な

た

が

大

好

き

よ

。

さ

み

し

い

思

い

ば

か

り

さ

せ

て

本

当

に

ご

め

ん

ね

、
大

好

き

よ

」

真

守

、

泣

き

な

が

ら

里

美

の

背

中

に

腕

を

回

す

。

里

美

、

真

守

を

強

く

抱

き

し

め

て

泣

く

。

里

美

と

真

守

、

互

い

に

抱

き

合

っ

て

泣

い

て

い

る

。

〇

私

立

吾

妻

高

校

・

全

景

電

話

が

鳴

っ

て

い

る

。

〇

同

・

職

員

室

室

内

に

は

森

口

一

人

。

パ

ソ

コ

ン

で

テ

ス

ト

作

成

作

業

に

没

頭

し

て

い

る

。

電

話

を

無

視

し

て

い

る

が

耐

え

き

れ

ず

、

イ

ラ

イ

ラ

を

隠

さ

ず

に

電

話

を

取

る

。

森

口

「

は

い

、

吾

妻

高

校

。

あ

ぁ

、

高

垣

先

生

」

森

口

、

優

し

い

表

情

に

な

る

。

森

口

「

ど

う

か

し

た

ん

で

す

か

。

息

子

さ

ん

は

」
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椅

子

に

深

く

座

り

、

パ

ソ

コ

ン

を

閉

じ

て

電

話

に

集

中

す

る

森

口

。

〇

同

・

２

年

５

組

教

室

前

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

「

２

年

５

組

」

の

教

室

の

札

。

帰

り

支

度

を

し

た

生

徒

た

ち

が

教

室

か

ら

出

て

く

る

。

〇

同

・

２

年

５

組

教

室

内

教

壇

で

晴

子

が

教

材

を

片

付

け

て

い

る

。

生

徒

た

ち

が

教

室

を

出

て

い

く

。

生

徒

「

先

生

さ

よ

う

な

ら

ー

」

晴

子

「

は

い

さ

よ

う

な

ら

」

久

納

が

教

壇

に

近

付

く

。

久

納

「

あ

の

、

先

生

」

晴

子

「

は

い

？

」

久

納

「

え

っ

と

、

高

垣

先

生

は

？

」

晴

子

「

何

か

ご

家

庭

の

用

事

だ

と

か

で

お

休

み

だ

そ

う

で

す

よ

」
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久

納

「

そ

う

で

す

か

…

」

晴

子

「

何

か

質

問

で

す

か

？

」

久

納

「

い

え

、

い

い

で

す

」

久

納

、

あ

か

ら

さ

ま

に

ガ

ッ

カ

リ

し

た

様

子

で

教

壇

か

ら

離

れ

る

。

晴

子

、

不

思

議

そ

う

に

久

納

を

見

る

。

〇

同

・

職

員

室

前

の

廊

下

鞄

を

抱

え

、

つ

ま

ら

な

そ

う

に

歩

い

て

い

る

久

納

。

職

員

室

に

通

り

か

か

る

。

森

口

の

声

「

良

か

っ

た

で

す

ね

、

高

垣

先

生

…

」

森

口

の

声

で

足

を

止

め

る

久

納

。

職

員

室

を

覗

き

込

む

と

電

話

で

話

し

て

い

る

森

口

の

背

中

が

見

え

る

。

久

納

、

気

付

か

れ

な

い

よ

う

に

そ

っ

と

室

内

に

入

る

。

〇

同

・

職

員

室

森

口

、

電

話

で

話

し

て

い

る

。
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久

納

、

そ

っ

と

近

付

き

、

会

話

に

耳

を

す

ま

す

。

森

口

「

じ

ゃ

あ

息

子

さ

ん

と

の

仲

は

元

通

り

と

い

う

こ

と

で

す

か

」

里

美

の

声

「

え

え

、

ま

ぁ

ま

だ

ぎ

こ

ち

な

い

で

す

け

ど

」

〇

聖

霊

病

院

・

真

守

の

病

室

前

里

美

、

ベ

ン

チ

に

座

り

携

帯

電

話

で

話

し

て

い

る

。

里

美

「

こ

の

入

院

を

機

に

取

り

返

し

て

い

き

た

い

な

っ

て

思

っ

て

る

ん

で

す

」

森

口

の

声

「

そ

れ

が

い

い

で

す

。

な

ん

て

っ

た

っ

て

こ

ど

も

に

は

母

親

が

一

番

で

す

か

ら

」

里

美

「

私

の

場

合

は

父

親

も

兼

務

で

す

け

ど

ね

」

森

口

の

声

「

じ

ゃ

あ

猶

更

仲

良

く

し

な

き

ゃ

」

里

美

「

そ

う

で

す

ね

。

あ

あ

、

そ

れ

で

本

題

な

ん

で

す

け

ど

」

〇

私

立

吾

妻

高

校

・

職

員

室
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森

口

が

電

話

し

て

い

る

。

そ

の

陰

で

盗

み

聞

き

を

し

て

い

る

久

納

。

森

口

「

…

は

あ

、

休

職

と

い

う

こ

と

で

す

か

。

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

く

だ

さ

い

ね

」

森

口

、

机

の

上

の

棚

か

ら

フ

ァ

イ

ル

を

取

っ

て

書

類

を

探

す

。

久

納

の

表

情

が

強

張

る

。

森

口

「

あ

、

あ

っ

た

あ

っ

た

。

え

ー

と

休

職

の

場

合

は

休

職

届

を

出

す

よ

う

に

決

ま

っ

て

ま

す

ね

。

え

え

、

職

員

室

に

書

類

が

。

な

の

で

一

度

明

日

は

登

校

し

て

い

た

だ

い

て

…

」

久

納

、

職

員

室

を

飛

び

出

す

。

物

音

に

気

付

き

入

口

を

振

り

返

る

森

口

。

森

口

「

あ

れ

は

…

」

里

美

の

声

「

先

生

？

」

森

口

「

あ

、

す

み

ま

せ

ん

。

そ

れ

で

で

す

ね

…

」

森

口

、

電

話

に

戻

る

。

〇

同

・

生

徒

玄

関

久

納

、

走

っ

て

く

る

。
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息

を

切

ら

し

、

下

駄

箱

に

寄

り

か

か

り

な

が

ら

休

む

。

帰

り

支

度

を

し

た

深

山

が

通

り

か

か

る

。

深

山

「

久

納

く

ん

。

今

帰

り

？

」

久

納

、

大

げ

さ

に

驚

い

て

振

り

返

る

と

、

上

履

き

の

ま

ま

走

っ

て

出

て

い

く

。

深

山

「

変

な

奴

」

深

山

、

首

を

傾

げ

る

。

久

納

、

よ

ろ

け

な

が

ら

走

っ

て

い

く

。

〇

通

学

路下

校

し

て

い

る

生

徒

が

数

人

歩

い

て

い

る

中

、

久

納

が

走

っ

て

く

る

。

久

納

、

足

が

も

つ

れ

て

倒

れ

こ

む

。

驚

い

て

振

り

向

く

生

徒

も

い

る

が

誰

も

構

わ

な

い

。

久

納

、

ゆ

っ

く

り

と

起

き

上

が

る

。

土

が

付

い

て

汚

れ

て

、

表

情

の

な

い

顔

。

久

納

「

先

生

…

」

久

納

の

両

手

が

ゆ

っ

く

り

握

り

締

め

ら

れ

る

。
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日

が

落

ち

て

き

て

い

る

。

〇

聖

霊

病

院

・

真

守

の

病

室

夕

日

が

病

室

を

照

ら

し

て

い

る

。

真

守

、

ベ

ッ

ド

に

起

き

上

が

っ

て

窓

の

外

を

見

て

い

る

。

缶

ジ

ュ

ー

ス

を

二

本

持

っ

て

里

美

が

入

っ

て

く

る

。

里

美

「

お

待

た

せ

、

買

っ

て

き

た

よ

」

真

守

「

あ

り

が

と

う

」

里

美

、

ベ

ッ

ド

サ

イ

ド

に

座

っ

て

ジ

ュ

ー

ス

を

一

本

真

守

に

手

渡

す

。

真

守

、

受

け

取

る

。

真

守

「

ぼ

く

、

い

つ

退

院

で

き

る

の

」

里

美

「

も

う

す

ぐ

よ

。

明

日

か

明

後

日

に

は

」

真

守

「

そ

っ

か

」

真

守

、

缶

を

開

け

て

一

口

飲

む

。

里

美

も

続

い

て

一

口

飲

む

。

里

美

「

お

母

さ

ん

ね

、

し

ば

ら

く

お

仕

事

休

む

こ

と

に

し

た

わ

」
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真

守

「

え

っ

」

里

美

「

お

母

さ

ん

に

と

っ

て

一

番

大

切

な

の

は

あ

な

た

が

元

気

で

い

て

く

れ

る

こ

と

だ

も

の

。

今

ま

で

一

緒

に

い

ら

れ

な

か

っ

た

分

を

返

さ

せ

て

？

」

里

美

、

真

守

の

手

を

そ

っ

と

握

る

。

里

美

「

あ

な

た

を

傷

つ

け

た

罪

滅

ぼ

し

を

さ

せ

て

。

真

守

が

元

気

に

学

校

に

通

え

る

よ

う

に

お

母

さ

ん

も

協

力

す

る

か

ら

」

真

守

、

う

つ

む

き

小

さ

く

う

な

ず

く

。

里

美

、

真

守

の

頭

を

抱

き

寄

せ

る

。

真

守

「

運

動

会

、

出

た

い

な

」

里

美

「

そ

う

ね

」

真

守

「

リ

レ

ー

、

押

し

付

け

ら

れ

た

け

ど

、

本

当

は

嫌

じ

ゃ

な

い

ん

だ

。

頑

張

り

た

い

ん

だ

」

里

美

「

う

ん

。

お

母

さ

ん

も

応

援

に

行

き

た

い

な

」

真

守

、

嬉

し

そ

う

に

里

美

に

抱

き

着

く

。

〇

私

立

吾

妻

高

校

・

全

景

（

朝

）

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

っ

て

い

る

。
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〇

同

・

職

員

室

（

朝

）

里

美

が

入

っ

て

く

る

。

里

美

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

」

晴

子

が

寄

っ

て

く

る

。

晴

子

「

高

垣

先

生

、

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

」

里

美

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

。

昨

日

は

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

急

な

ピ

ン

チ

ヒ

ッ

タ

ー

で

」

晴

子

「

い

え

、

そ

れ

は

全

然

。

息

子

さ

ん

、

体

調

崩

さ

れ

た

ん

で

す

っ

て

？

」

里

美

「

え

え

、

ま

ぁ

ち

ょ

っ

と

数

日

入

院

に

」

晴

子

「

あ

ら

…

」

晴

子

、
周

囲

を

見

回

し

里

美

に

顔

を

寄

せ

る

。

晴

子

「

と

こ

ろ

で

、

先

生

の

ク

ラ

ス

の

あ

の

子

」

里

美

「

あ

の

子

？

」

晴

子

「

不

登

校

だ

っ

た

っ

て

い

う

子

」

里

美

「

あ

あ

、

久

納

く

ん

で

す

か

」

晴

子

「

わ

ざ

わ

ざ

先

生

が

い

な

い

理

由

を

聞

き

に

来

た

ん

で

す

よ

」

里

美

「

そ

う

な

ん

で

す

か

？

」

晴

子

「

よ

っ

ぽ

ど

先

生

が

い

な

い

の

が

淋

し

い

ん

で
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し

ょ

う

ね

。

表

情

も

暗

か

っ

た

し

」

里

美

「

休

む

よ

う

な

人

間

に

見

え

な

い

か

ら

気

に

な

っ

た

だ

け

じ

ゃ

な

い

で

す

か

」

晴

子

「

そ

ん

な

感

じ

に

は

思

え

な

か

っ

た

で

す

け

ど

…

ち

ょ

っ

と

変

わ

っ

た

感

じ

の

子

で

す

ね

、

あ

の

子

。

妙

に

思

い

つ

め

た

感

じ

っ

て

い

う

か

」

里

美

「

久

納

く

ん

が

」

里

美

、

考

え

込

む

。

森

口

が

入

っ

て

く

る

。

森

口

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

ー

す

」

晴

子

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

」

里

美

、

反

応

が

な

い

。

森

口

「

先

生

？

」

里

美

、

ハ

ッ

と

し

て

顔

を

上

げ

る

。

里

美

「

あ

、

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

」

森

口

「

何

か

考

え

事

で

す

か

」

里

美

「

い

え

、

ち

ょ

っ

と

」

職

員

室

入

口

に

生

徒

が

や

っ

て

く

る

。

生

徒

「

鈴

掛

先

生

！

」

晴

子

「

は

ー

い

」
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晴

子

、

生

徒

の

元

へ

走

っ

て

い

く

。

森

口

、

机

の

上

に

置

い

て

あ

っ

た

書

類

を

里

美

に

渡

す

。

森

口

「

こ

れ

。

休

職

の

手

続

き

に

必

要

な

書

類

」

里

美

「

あ

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

用

意

し

て

く

れ

た

ん

で

す

か

」

森

口

「

た

ま

た

ま

暇

し

て

た

ん

で

」

里

美

「

助

か

り

ま

す

」

森

口

「

権

藤

先

生

に

は

軽

く

話

し

て

お

い

た

ん

で

、

多

分

ス

ム

ー

ズ

に

進

む

と

思

い

ま

す

よ

」

里

美

「

何

か

ら

何

ま

で

…

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

森

口

「

い

え

。

乗

り

掛

か

っ

た

舟

で

す

か

ら

」

森

口

、

微

笑

む

。

里

美

も

微

笑

み

返

す

。

〇

同

・

廊

下

ヨ

ロ

ヨ

ロ

と

歩

い

て

い

る

久

納

。

〇

同

・

職

員

室

前

の

廊

下
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始

業

の

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

久

納

、

職

員

室

前

ま

で

来

て

、

ド

ア

か

ら

中

を

見

る

。

里

美

が

森

口

と

話

し

て

い

る

。

久

納

、

笑

顔

に

な

り

職

員

室

に

入

ろ

う

と

す

る

。

職

員

室

か

ら

権

藤

が

出

て

き

て

久

納

と

ぶ

つ

か

る

。

権

藤

「

こ

ら

、

も

う

始

業

だ

ぞ

。

教

室

に

戻

り

な

さ

い

」

権

藤

、

そ

の

ま

ま

久

納

を

押

し

て

教

室

へ

促

す

。

久

納

、

職

員

室

を

気

に

し

な

が

ら

も

仕

方

な

く

教

室

へ

向

か

う

。

〇

同

・

職

員

室

里

美

、

振

り

返

っ

て

入

口

を

見

る

。

授

業

の

用

意

を

し

て

い

た

森

口

、

里

美

を

見

る

。

森

口

「

ど

う

し

ま

し

た

？

」
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里

美

「

あ

、

い

え

」

里

美

、

ち

ょ

っ

と

考

え

て

立

ち

上

が

る

。

里

美

「

私

ち

ょ

っ

と

教

室

に

行

っ

て

き

ま

す

」

森

口

「

え

？

で

も

も

う

鈴

掛

先

生

に

代

打

お

願

い

し

て

い

る

の

で

は

？

」

里

美

「

そ

う

な

ん

で

す

け

ど

、

や

っ

ぱ

り

ち

ょ

っ

と

気

に

な

っ

て

…

」

職

員

室

を

出

て

い

こ

う

と

す

る

里

美

。

森

口

「

今

行

っ

た

ら

帰

れ

な

く

な

り

ま

す

よ

」

里

美

、

足

を

止

め

る

。

森

口

「

息

子

さ

ん

と

向

き

合

う

っ

て

決

め

た

ん

で

し

ょ

う

？

先

生

の

仕

事

ぶ

り

は

立

派

で

す

が

、

優

先

順

位

を

間

違

え

ち

ゃ

い

け

ま

せ

ん

」

里

美

「

そ

う

、

で

す

ね

…

」

里

美

、

踵

を

返

し

席

に

戻

る

。

森

口

「

ク

ラ

ス

の

こ

と

な

ら

、

鈴

掛

先

生

も

僕

も

ち

ゃ

ん

と

見

ま

す

か

ら

。

先

生

の

留

守

は

し

っ

か

り

守

り

ま

す

。

安

心

し

て

く

だ

さ

い

」

里

美

「

…

は

い

」

晴

子

、

２

年

５

組

の

出

席

簿

を

持

っ

て

里

美
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の

元

へ

や

っ

て

く

る

。

晴

子

「

じ

ゃ

あ

行

っ

て

き

ま

す

ね

」

里

美

「

先

生

、

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」

晴

子

「

え

え

。

同

じ

息

子

持

ち

同

士

、

協

力

し

合

い

ま

し

ょ

う

」

晴

子

、

微

笑

み

職

員

室

を

出

て

い

く

。

森

口

も

出

席

簿

を

持

ち

立

ち

上

が

る

。

森

口

「

そ

れ

じ

ゃ

僕

も

教

室

に

」

里

美

「

あ

、

は

い

。

い

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

」

森

口

、

微

笑

ん

で

職

員

室

を

出

て

い

く

。

里

美

、

そ

れ

を

見

送

る

と

机

に

向

か

い

書

類

を

書

き

始

め

る

。

〇

同

・

２

年

５

組

晴

子

が

教

壇

に

立

っ

て

い

る

。

生

徒

た

ち

か

ら

里

美

の

こ

と

を

聞

く

声

が

口

々

に

上

が

っ

て

い

る

。

松

井

「

先

生

、

高

垣

先

生

は

ー

？

」

美

歩

「

今

日

も

お

休

み

な

ん

で

す

か

ー

？

」

玲

花

「

病

気

と

か

？

」
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晴

子

「

高

垣

先

生

は

ご

家

庭

の

事

情

で

し

ば

ら

く

お

休

み

に

な

る

そ

う

で

す

」

生

徒

か

ら

不

満

そ

う

な

声

。

晴

子

「

そ

れ

じ

ゃ

皆

さ

ん

、

出

席

取

り

ま

す

よ

」

晴

子

が

名

簿

の

名

前

を

読

み

上

げ

る

。

久

納

、

膝

に

手

を

つ

い

て

う

つ

む

い

て

座

っ

て

ピ

ク

リ

と

も

動

か

な

い

。

晴

子

「

久

納

く

ん

。

久

納

く

ん

？

」

反

応

し

な

い

久

納

。

隣

の

席

の

深

山

、
久

納

を

見

て

肩

を

つ

つ

く

。

深

山

「

久

納

く

ん

。

呼

ば

れ

て

る

ぞ

」

晴

子

「

久

納

く

ん

。

い

な

い

ん

で

す

か

」

深

山

「

久

納

く

ん

」

ハ

ッ

と

気

付

い

て

顔

を

上

げ

る

久

納

。

久

納

「

は

、

は

い

」

晴

子

「

は

い

。

い

る

な

ら

ち

ゃ

ん

と

お

返

事

し

て

く

だ

さ

い

ね

」

晴

子

、

出

席

簿

に

チ

ェ

ッ

ク

を

入

れ

る

。

久

納

、

教

壇

を

見

つ

め

ブ

ツ

ブ

ツ

と

何

か

呟

い

て

い

る

。
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深

山

、

久

納

を

不

審

そ

う

に

見

て

い

る

。

〇

里

美

の

家

・

全

景

タ

ク

シ

ー

が

前

に

停

ま

る

。

中

か

ら

真

守

、

里

美

が

降

り

て

く

る

。

真

守

、

駆

け

足

で

玄

関

へ

向

か

う

。

里

美

、

荷

物

を

持

っ

て

後

を

追

う

。

〇

同

・

玄

関

鍵

を

開

け

て

扉

を

開

く

真

守

。

靴

を

乱

暴

に

脱

い

で

中

に

入

っ

て

い

く

。

里

美

、

入

っ

て

き

て

靴

を

直

す

。

里

美

「

こ

ら

真

守

！

靴

ち

ゃ

ん

と

揃

え

な

さ

い

」

真

守

の

声

「

ね

え

、

チ

ョ

コ

食

べ

て

い

い

？

」

里

美

「

い

い

け

ど

そ

の

前

に

手

洗

っ

て

」

里

美

、

靴

を

脱

い

で

上

が

っ

て

く

る

。

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ

テ

レ

ビ

を

点

け

、

ソ

フ

ァ

で

チ

ョ

コ

を

食

べ

な

が

ら

漫

画

を

読

ん

で

い

る

真

守

。
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里

美

、

真

守

の

洗

濯

物

を

畳

ん

で

い

る

。

里

美

「

真

守

」

真

守

「

ん

ー

？

」

里

美

「

学

校

、

行

き

た

い

？

」

真

守

「

わ

か

ん

な

い

」

里

美

「

明

日

、

お

母

さ

ん

学

校

で

お

話

し

し

て

こ

よ

う

と

思

う

ん

だ

け

ど

」

真

守

「

何

を

話

す

の

」

里

美

「

田

代

く

ん

か

ら

聞

い

た

こ

と

。

担

任

の

先

生

は

知

ら

な

い

ん

で

し

ょ

？

こ

の

ま

ま

は

良

く

な

い

わ

。

き

ち

ん

と

先

生

に

話

し

て

対

応

し

て

も

ら

わ

な

く

ち

ゃ

」

真

守

「

先

生

に

言

う

な

ん

て

」

里

美

「

も

う

当

人

同

士

の

問

題

で

済

ま

な

い

の

。

今

ま

で

気

付

け

な

か

っ

た

お

母

さ

ん

が

言

う

の

も

ナ

ン

だ

け

ど

、

こ

こ

ま

で

深

刻

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

以

上

大

人

が

何

と

か

す

る

べ

き

な

の

よ

」

真

守

「

で

も

、

先

生

に

迷

惑

か

か

っ

ち

ゃ

う

」

里

美

「

何

を

言

っ

て

る

の

。

教

師

が

生

徒

の

た

め

に

動

く

の

は

当

然

の

こ

と

よ

。

お

母

さ

ん

を

見

て

た
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で

し

ょ

？

」

真

守

「

だ

か

ら

だ

よ

。

ぼ

く

の

こ

と

で

仕

事

増

や

し

ち

ゃ

っ

た

ら

先

生

の

時

間

を

た

く

さ

ん

奪

っ

ち

ゃ

う

こ

と

に

な

る

か

ら

」

里

美

、

返

答

に

詰

ま

っ

て

し

ま

う

。

真

守

「

先

生

の

と

こ

、

最

近

赤

ち

ゃ

ん

産

ま

れ

た

ん

だ

っ

て

。

ぼ

く

た

ち

に

も

写

真

見

せ

て

自

慢

し

て

く

る

ん

だ

」

里

美

「

真

守

」

里

美

、

真

守

の

前

に

膝

を

つ

き

真

守

の

目

を

ジ

ッ

と

見

る

。

里

美

「

大

丈

夫

よ

。

お

母

さ

ん

と

違

っ

て

、

き

っ

と

上

手

に

対

応

し

て

く

れ

る

か

ら

。
先

生

を

信

じ

て

、

相

談

し

よ

う

」

真

守

、

里

美

を

見

つ

め

て

い

る

。

里

美

、

微

笑

ん

で

み

せ

る

。

〇

真

守

の

通

う

小

学

校

・

全

景

（

朝

）

〇

同

・

正

面

玄

関

（

朝

）
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里

美

と

真

守

が

や

っ

て

く

る

。

真

守

、

ま

だ

迷

っ

て

い

る

様

子

。

里

美

、

真

守

の

手

を

引

い

て

玄

関

へ

。

〇

同

・

応

接

室

（

朝

）

里

美

と

真

守

、

正

面

に

真

守

の

担

任

の

三

浦

良

一

(
3
3
)

と

戸

田

校

長

が

座

っ

て

話

し

て

い

る

。

テ

ー

ブ

ル

に

は

落

書

き

さ

れ

た

ノ

ー

ト

や

教

科

書

、

泥

の

跡

が

付

い

た

シ

ャ

ツ

が

広

げ

ら

れ

て

い

る

。

真

剣

な

表

情

で

訴

え

る

里

美

。

三

浦

、

真

剣

に

話

を

聞

い

て

い

る

。

戸

田

校

長

は

困

っ

た

よ

う

な

表

情

。

真

守

、

う

つ

む

い

て

い

る

。

〇

私

立

吾

妻

高

校

・

２

年

５

組

教

室

晴

子

が

授

業

を

し

て

い

る

。

真

面

目

に

授

業

を

受

け

る

生

徒

た

ち

。

久

納

、

シ

ャ

ー

ペ

ン

を

握

っ

た

ま

ま

う

つ

む
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い

て

い

る

。

深

山

、

チ

ラ

リ

と

久

納

を

見

る

。

〇

真

守

の

通

う

小

学

校

・

廊

下

哲

也

が

友

達

と

遊

ん

で

い

る

。

応

接

室

か

ら

里

美

と

真

守

が

出

て

き

た

の

を

見

つ

け

、

駆

け

寄

っ

て

く

る

。

三

浦

も

出

て

く

る

。

三

浦

、

哲

也

に

話

し

か

け

る

。

哲

也

、

真

剣

に

話

し

始

め

る

。

里

美

、

真

守

の

肩

を

抱

い

て

様

子

を

見

て

い

る

。

廊

下

の

奥

で

高

田

純

也

(
1
0
)

と

ク

ラ

ス

メ

イ

ト

Ａ

、

Ｂ

、

Ｃ

の

４

人

組

の

い

じ

め

っ

子

た

ち

が

様

子

を

う

か

が

っ

て

い

る

。

里

美

、

彼

ら

に

気

付

き

顔

を

上

げ

る

。

純

也

た

ち

、

慌

て

て

逃

げ

出

す

。

三

浦

、
純

也

た

ち

に

気

付

い

て

追

い

か

け

る

。

里

美

、

真

守

の

肩

を

強

く

抱

き

寄

せ

て

見

守

る

。
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哲

也

、

里

美

と

真

守

に

近

付

く

。

哲

也

「

大

丈

夫

？

真

守

」

真

守

「

う

ん

…

」

三

浦

が

純

也

を

捕

ま

え

て

話

を

し

て

い

る

。

哲

也
「

き

っ

と

先

生

な

ら

な

ん

と

か

し

て

く

れ

る

よ

」

真

守

、

三

浦

と

純

也

の

や

り

取

り

を

見

つ

め

て

い

る

。

真

守

、

三

浦

と

純

也

の

元

へ

歩

き

出

す

。

里

美

「

真

守

」

真

守

、

三

浦

と

純

也

と

話

し

始

め

る

。

里

美

、

哲

也

と

様

子

を

見

つ

め

て

い

る

。

純

也

、

真

守

に

頭

を

下

げ

る

。

真

守

と

純

也

、

握

手

す

る

。

里

美

、

そ

の

様

子

に

安

堵

の

笑

み

を

浮

か

べ

る

。

〇

私

立

吾

妻

高

校

・

２

年

５

組

教

室

休

み

時

間

。

生

徒

た

ち

が

そ

れ

ぞ

れ

談

笑

し

た

り

し

て

過

ご

し

て

い

る

。
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深

山

の

席

に

松

井

や

岡

倉

が

遊

び

に

来

て

い

る

。

深

山

、

う

つ

む

い

て

座

っ

て

い

る

久

納

に

声

を

か

け

る

。

久

納

、

怯

え

た

様

子

で

深

山

を

見

て

、

逃

げ

る

よ

う

に

教

室

か

ら

出

て

い

く

。

深

山

、

心

配

そ

う

に

見

て

い

る

。

松

井

と

岡

倉

、

不

機

嫌

に

見

て

い

る

。

〇

同

・

男

子

ト

イ

レ

個

室

の

中

、
頭

を

抱

え

て

座

っ

て

い

る

久

納

。

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

ク

シ

ャ

ク

シ

ャ

に

な

っ

た

里

美

か

ら

の

手

紙

を

取

り

出

す

。

久

納

、

手

紙

を

見

て

泣

き

出

す

。

〇

里

美

の

家

・

リ

ビ

ン

グ

お

菓

子

を

食

べ

な

が

ら

テ

レ

ビ

を

見

て

い

る

里

美

と

真

守

。

部

屋

の

隅

に

は

キ

レ

イ

に

な

っ

た

ラ

ン

ド

セ

ル

と

新

し

い

シ

ャ

ツ

。



67

談

笑

す

る

里

美

と

真

守

。

〇

私

立

吾

妻

高

校

・

２

年

５

組

教

室

森

口

が

授

業

し

て

い

る

。

森

口

、

話

し

な

が

ら

久

納

を

見

る

。

久

納

、

机

の

上

に

教

科

書

や

ノ

ー

ト

を

広

げ

て

い

る

が

手

は

膝

の

上

。

顔

を

上

げ

て

い

る

が

、

生

気

は

無

く

ボ

ー

っ

と

し

て

い

る

様

子

。

森

口

、

授

業

を

続

け

る

。

〇

同

・

書

庫

入

口

に

「

書

庫

」

の

札

。

森

口

、

た

く

さ

ん

並

ん

だ

棚

の

中

か

ら

探

し

物

を

し

て

い

る

。

手

に

し

た

メ

モ

用

紙

に

は

「

令

和

３

年

度

１

年

２

組

」

と

書

い

て

あ

る

。

森

口

、

棚

か

ら

１

年

２

組

の

出

欠

名

簿

を

取

り

出

し

開

く

。

久

納

の

名

前

を

見

つ

け

、

出

席

状

況

を

指

で
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な

ぞ

る

。
二

学

期

か

ら

欠

席

が

続

い

て

い

る

。

森

口

、

担

任

を

確

認

す

る

。

権

藤

進

の

文

字

。

森

口

「

権

藤

先

生

だ

っ

た

ん

だ

」

権

藤

が

入

っ

て

く

る

。

権

藤

、

森

口

を

見

て

笑

顔

で

会

釈

す

る

。

権

藤

「

あ

あ

、

森

口

先

生

。

い

た

ん

で

す

か

」

森

口

「

あ

、

は

い

」

権

藤

、

棚

か

ら

書

類

を

探

し

始

め

る

。

森

口

「

権

藤

先

生

。

先

生

、

去

年

は

久

納

く

ん

の

担

任

だ

っ

た

ん

で

す

ね

」

権

藤

「

久

納

く

ん

？

あ

ぁ

、

高

垣

先

生

の

ク

ラ

ス

の

、

あ

の

子

の

こ

と

で

す

か

」

森

口

「

そ

う

で

す

、

不

登

校

だ

っ

た

」

権

藤

「

担

任

で

し

た

よ

。

と

は

い

っ

て

も

、

あ

ま

り

登

校

し

て

く

れ

て

な

い

で

す

け

ど

」

森

口

「

去

年

は

一

学

期

だ

け

登

校

し

て

、

後

は

ず

っ

と

欠

席

だ

っ

た

ん

で

す

ね

」

権

藤

「

え

え

。

恥

ず

か

し

な

が

ら

、

私

は

高

垣

先

生

の

よ

う

に

一

人

の

生

徒

に

あ

そ

こ

ま

で

熱

心

に

で
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き

な

か

っ

た

の

で

、

去

年

は

殆

ど

登

校

し

て

く

れ

て

い

ま

せ

ん

ね

」

森

口

「

彼

、

ど

う

し

て

来

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

ん

で

す

か

」

権

藤

「

さ

ぁ

…

」

森

口

「

い

じ

め

と

か

、

そ

う

い

う

の

は

」

権

藤

「

内

々

に

調

査

し

ま

し

た

け

ど

見

つ

け

ら

れ

ま

せ

ん

で

し

た

」

森

口

「

そ

う

で

す

か

」

権

藤

「

去

年

見

て

い

る

と

、

ま

ぁ

と

に

か

く

繊

細

な

子

だ

な

っ

て

印

象

で

し

た

よ

。

ち

ょ

っ

と

し

た

こ

と

で

す

ぐ

傷

つ

く

と

い

う

か

。

一

度

私

が

寝

癖

を

指

摘

し

た

こ

と

が

あ

っ

た

ん

で

す

け

ど

、

次

の

日

欠

席

し

て

ま

し

た

。

次

に

来

た

と

き

は

妙

に

髪

が

ぴ

っ

ち

り

整

っ

て

ま

し

て

ね

。

あ

、

あ

ま

り

注

意

し

て

は

い

け

な

い

子

な

ん

だ

な

と

思

い

ま

し

た

よ

。

そ

れ

か

ら

妙

に

私

に

お

び

え

た

様

子

も

あ

っ

た

り

。

何

も

し

て

な

い

の

に

、

で

す

よ

？

あ

れ

は

さ

す

が

に

私

が

傷

つ

き

ま

し

た

ね

え

」

森

口

、

考

え

込

ん

で

い

る

。
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権

藤

「

で

も

ど

う

し

た

ん

で

す

？

そ

ん

な

こ

と

聞

い

て

。

彼

は

登

校

し

て

い

る

ん

で

し

ょ

う

」

森

口

「

そ

う

な

ん

で

す

が

、

や

っ

ぱ

り

彼

の

様

子

が

お

か

し

く

て

。

授

業

中

も

心

こ

こ

に

あ

ら

ず

と

い

う

か

。

な

ん

と

な

く

気

に

な

っ

て

し

ま

っ

て

」

権

藤

「

は

ぁ

。

ま

ぁ

、

来

て

い

る

ん

な

ら

そ

れ

で

い

い

ん

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

」

森

口

「

そ

う

で

し

ょ

う

か

」

権

藤
「

彼

は

あ

な

た

の

ク

ラ

ス

じ

ゃ

な

い

で

し

ょ

う

。

あ

ま

り

気

に

せ

ず

、

自

分

の

ク

ラ

ス

の

生

徒

を

気

に

か

け

て

あ

げ

て

く

だ

さ

い

」

権

藤

、

フ

ァ

イ

ル

を

棚

か

ら

取

る

と

去

っ

て

い

く

。

森

口

、

納

得

が

い

か

な

い

表

情

。

森

口

「

僕

の

ク

ラ

ス

じ

ゃ

な

い

で

す

け

ど

、

生

徒

は

生

徒

で

す

よ

…

」

ド

ア

が

閉

じ

ら

れ

る

。

〇

同

・

職

員

室

森

口

が

入

っ

て

く

る

。
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権

藤

の

笑

い

声

が

聞

こ

え

る

。

権

藤

の

席

に

久

納

が

来

て

話

し

て

い

る

。

権

藤

、

久

納

に

メ

モ

用

紙

を

渡

す

。

久

納

、

小

さ

く

頭

を

下

げ

る

と

足

早

に

職

員

室

を

出

て

い

く

。

途

中

森

口

と

す

れ

違

う

。

森

口

、

久

納

を

見

送

っ

て

権

藤

の

席

へ

向

か

う

。

森

口

「

久

納

く

ん

、

珍

し

い

で

す

ね

」

権

藤
「

高

垣

先

生

の

様

子

を

聞

き

に

来

た

ん

で

す

よ

。

お

休

み

っ

て

病

気

か

何

か

か

っ

て

。

だ

か

ら

説

明

し

て

あ

げ

た

ん

で

す

」

権

藤

、

満

足

そ

う

に

笑

っ

て

み

せ

る

。

権

藤

「

そ

れ

か

ら

、

先

生

に

年

賀

状

を

送

り

た

い

か

ら

と

言

う

か

ら

住

所

を

」

森

口

「

え

、

教

え

た

ん

で

す

か

」

権

藤

「

な

に

か

問

題

が

？

」

森

口

「

先

生

、

個

人

情

報

で

す

よ

」

権

藤

「

大

丈

夫

で

し

ょ

う

。

生

徒

で

す

よ

？

」

森

口

「

で

も

最

近

の

彼

、

ち

ょ

っ

と

様

子

が

」
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権

藤

「

気

に

し

す

ぎ

で

す

っ

て

」

森

口

「

で

も

」

権

藤

「

は

い

は

い

、

こ

の

お

話

は

お

し

ま

い

。

先

生

、

次

の

授

業

の

準

備

は

大

丈

夫

で

す

か

」

権

藤

、

森

口

を

手

で

払

う

。

森

口

、

何

か

言

い

た

そ

う

な

表

情

で

席

へ

戻

っ

て

い

く

。

席

に

戻

っ

た

森

口

、

名

簿

を

出

し

て

電

話

を

か

け

る

。

〇

里

美

の

家

・

リ

ビ

ン

グ

テ

レ

ビ

で

バ

ラ

エ

テ

ィ

が

流

れ

て

い

る

。

ソ

フ

ァ

に

座

る

里

美

に

寄

り

か

か

っ

て

真

守

が

寝

て

い

る

。

里

美

、

優

し

く

真

守

の

頭

を

撫

で

な

が

ら

眺

め

て

い

る

。

里

美

の

携

帯

が

マ

ナ

ー

モ

ー

ド

で

揺

れ

る

。

里

美

、

携

帯

を

取

り

画

面

を

確

認

。

「

吾

妻

高

校

」

と

出

て

い

る

。

里

美

、

眠

る

真

守

を

チ

ラ

リ

と

見

る

。
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里

美

「

…

ご

め

ん

な

さ

い

」

里

美

、

電

話

を

切

る

。

〇

私

立

吾

妻

高

校

・

職

員

室

森

口

、

電

話

に

出

る

の

を

待

っ

て

い

る

。

電

話

が

切

れ

る

音

。

森

口

「

あ

っ

…

切

れ

た

」

受

話

器

を

戻

す

。

里

美

の

席

を

見

る

。

森

口

「

思

い

過

ご

し

な

ら

い

い

ん

だ

け

ど

」

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

森

口

、

慌

て

て

授

業

の

用

意

を

持

っ

て

出

て

い

く

。

〇

同

・

男

子

ト

イ

レ

久

納

、

個

室

に

座

り

、

手

に

し

た

メ

モ

用

紙

を

開

く

。

久

納

「

先

生

」

久

納

、

メ

モ

用

紙

を

強

く

握

り

締

め

る

。
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〇

ス

ー

パ

ー

・

全

景

（

夕

）

主

婦

で

賑

わ

っ

て

い

る

ス

ー

パ

ー

。

〇

同

・

店

内

（

夕

）

里

美

、

真

守

と

一

緒

に

メ

モ

用

紙

を

見

な

が

ら

食

材

を

籠

に

放

り

込

ん

で

い

く

。

真

守

が

卵

の

特

売

を

里

美

に

教

え

る

。

真

守

「

お

一

人

様

１

パ

ッ

ク

だ

っ

て

」

里

美

「

二

人

で

来

て

正

解

だ

っ

た

ね

」

里

美

と

真

守

、

笑

い

あ

う

。

〇

帰

り

道

（

夕

）

里

美

と

真

守

、

エ

コ

バ

ッ

グ

い

っ

ぱ

い

に

食

材

を

持

っ

て

歩

い

て

い

る

。

里

美

「

帰

っ

た

ら

す

ぐ

作

る

ね

」

真

守

「

手

伝

お

う

か

」

里

美

「

あ

な

た

は

勉

強

し

な

さ

い

。

明

日

、

学

校

行

く

ん

で

し

ょ

」

真

守

「
（

不

満

げ

に

）

は

ー

い

」

里

美

、

真

守

を

優

し

く

眺

め

て

い

る

。
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真

守

「

あ

れ

、

誰

か

い

る

」

里

美

、

顔

を

前

方

に

向

け

る

。

〇

里

美

の

家

の

前

（

夕

）

入

口

の

門

の

と

こ

ろ

に

久

納

が

寄

り

か

か

っ

て

い

る

。

逆

光

に

な

っ

て

い

て

里

美

か

ら

は

誰

か

わ

か

ら

な

い

。

バ

ッ

ト

を

持

っ

て

い

る

。

〇

帰

り

道

（

夕

）

里

美

、

目

を

細

め

て

注

視

す

る

。

〇

里

美

の

家

の

前

（

夕

）

久

納

が

起

き

上

が

り

里

美

の

方

を

向

く

。

里

美

か

ら

も

久

納

だ

と

わ

か

る

。

久

納

、

無

表

情

。

〇

帰

り

道

（

夕

）

里

美

、

あ

っ

と

驚

い

た

表

情

。

里

美

「

久

納

く

ん

」
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真

守

「

母

さ

ん

、

知

り

合

い

？

」

里

美

「

う

ん

」

里

美

、

笑

顔

で

久

納

に

駆

け

寄

る

。

真

守

も

つ

い

て

い

く

。

〇

里

美

の

家

の

前

（

夕

）

里

美

、

久

納

の

前

で

立

ち

止

ま

る

。

里

美

「

こ

ん

に

ち

は

、

久

納

く

ん

。

ど

う

し

て

こ

こ

に

？

私

の

家

、

よ

く

わ

か

っ

た

ね

」

久

納

、

里

美

を

無

表

情

で

見

つ

め

る

。

何

も

言

わ

な

い

。

里

美

、

恐

る

恐

る

話

し

か

け

る

。

里

美

「

久

納

く

ん

？

」

久

納

、

無

言

の

ま

ま

バ

ッ

ト

を

頭

上

で

構

え

る

。

里

美

、

バ

ッ

ト

を

見

て

後

ず

さ

る

。

里

美

「

ち

ょ

っ

と

久

納

く

ん

、

な

ん

の

つ

も

り

」

久

納

、

突

然

バ

ッ

ト

を

降

り

下

ろ

す

。

里

美

、

咄

嗟

に

逃

げ

て

尻

も

ち

を

つ

く

。

バ

ッ

ト

は

里

美

の

肩

を

か

す

め

て

地

面

に

叩
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き

つ

け

ら

れ

る

。

真

守

「

母

さ

ん

!
?

」

久

納

、

真

守

を

見

る

。

真

守

、

里

美

に

駆

け

寄

ろ

う

と

す

る

が

久

納

と

目

が

合

い

固

ま

っ

て

し

ま

う

。

里

美

、

真

守

を

見

る

。

里

美

「

真

守

」

久

納

、

真

守

を

睨

み

つ

け

な

が

ら

バ

ッ

ト

を

振

り

上

げ

る

。

里

美

「

だ

、

だ

め

！

」

里

美

、

必

死

で

立

ち

上

が

り

真

守

へ

駆

け

寄

る

。

久

納

、

バ

ッ

ト

を

降

り

下

ろ

す

。

里

美

、

真

守

を

抱

き

し

め

て

転

が

る

。

久

納

の

降

り

下

ろ

し

た

バ

ッ

ト

が

地

面

を

叩

く

。

久

納

、

再

び

バ

ッ

ト

を

構

え

る

。

里

美

、
真

守

を

後

ろ

手

に

庇

い

久

納

を

見

る

。

ゆ

っ

く

り

と

里

美

に

近

づ

く

久

納

。

久

納

「

先

生

、

ど

い

て

」
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里

美

「

な

ん

で

こ

ん

な

こ

と

す

る

の

久

納

く

ん

」

久

納

「

ど

か

な

い

と

、

先

生

を

殴

る

よ

」

里

美

「

ど

か

な

い

！

」

里

美

、

真

守

を

強

く

抱

き

し

め

る

。

久

納

「

な

ん

で

そ

い

つ

を

護

る

の

。

先

生

は

僕

を

護

っ

て

く

れ

る

ん

で

し

ょ

う

」

里

美

「

私

が

護

る

の

は

こ

の

子

だ

け

よ

。

私

の

息

子

。

真

守

だ

け

よ

！

」

久

納

、

目

を

見

開

き

泣

き

そ

う

な

表

情

。

バ

ッ

ト

を

振

り

上

げ

た

ま

ま

里

美

を

見

下

ろ

し

て

い

る

。

久

納

「

…

ど

う

し

て

」

久

納

、

バ

ッ

ト

を

強

く

握

る

。

里

美

、

久

納

を

睨

み

つ

け

る

。

久

納

、

険

し

い

表

情

に

変

わ

る

。

久

納

「

裏

切

者

！

」

バ

ッ

ト

が

降

り

下

ろ

さ

れ

る

。

里

美

と

真

守

、

ギ

ュ

ッ

と

目

を

瞑

る

。

バ

ッ

ト

は

里

美

の

頭

す

れ

す

れ

で

止

ま

る

。

里

美

、

恐

る

恐

る

目

を

開

く

。
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久

納

の

泣

き

声

が

聞

こ

え

る

。

里

美

、

久

納

を

振

り

返

る

。

久

納

「

な

ん

で

、

先

生

。

な

ん

で

学

校

に

来

て

く

れ

な

い

の

」

久

納

、

バ

ッ

ト

か

ら

手

を

放

す

。

バ

ッ

ト

が

地

面

に

転

が

る

。

里

美

、

真

守

を

抱

き

し

め

た

ま

ま

久

納

を

見

上

げ

て

い

る

。

久

納

「

先

生

、

言

っ

て

く

れ

た

。

い

つ

で

も

護

っ

て

あ

げ

る

っ

て

。

僕

の

味

方

だ

っ

て

、

言

っ

て

く

れ

た

よ

ね

」

里

美

「

え

え

…

。

で

も

そ

れ

は

」

久

納
「

だ

っ

た

ら

学

校

に

来

て

よ

！

僕

を

護

っ

て

よ

。

先

生

が

い

な

い

学

校

は

怖

い

ん

だ

、

不

安

で

た

ま

ら

な

い

ん

だ

、

先

生

が

守

っ

て

く

れ

な

き

ゃ

学

校

に

な

ん

か

行

け

な

い

」

里

美

「

久

納

く

ん

…

」

久

納

、

泣

き

じ

ゃ

く

る

。

久

納

「

先

生

、

明

日

か

ら

学

校

に

来

て

よ

。

僕

と

一

緒

に

学

校

に

行

こ

う

よ

。

僕

の

味

方

な

ん

で

し

ょ
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う

？

い

つ

で

も

護

っ

て

く

れ

る

っ

て

言

っ

た

じ

ゃ

な

い

か

。

僕

、

先

生

が

い

て

く

れ

る

か

ら

頑

張

れ

る

ん

だ

よ

」

久

納

、

膝

を

つ

き

里

美

に

す

が

る

。

久

納

「

家

ま

で

来

て

く

れ

た

じ

ゃ

ん

。

た

く

さ

ん

通

っ

て

来

て

く

れ

た

じ

ゃ

ん

。

一

緒

に

学

校

行

こ

う

っ

て

。

な

の

に

ど

う

し

て

？

ど

う

し

て

先

生

は

学

校

を

休

ん

じ

ゃ

う

の

。

僕

が

学

校

に

行

っ

た

ら

そ

れ

で

お

し

ま

い

な

の

。
全

部

嘘

だ

っ

た

の

？

先

生

」

里

美

、

何

も

言

え

ず

目

を

逸

ら

す

。

久

納

「

ね

え

、

先

生

」

真

守

「

や

め

ろ

よ

！

」

真

守

、

里

美

か

ら

引

き

離

す

よ

う

に

久

納

に

飛

び

か

か

る

。

も

ん

ど

り

打

っ

て

倒

れ

る

久

納

と

真

守

。

真

守

、

久

納

に

殴

り

か

か

る

。

久

納

、

必

死

で

応

戦

す

る

。

真

守

「

母

さ

ん

は

俺

の

母

さ

ん

だ

ぞ

。

あ

ん

た

の

お

母

さ

ん

じ

ゃ

な

い

！

高

校

生

の

ク

セ

に

甘

え

て

ん

じ

ゃ

ね

え

よ

！

」
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久

納

「

な

ん

だ

と

！

ガ

キ

の

く

せ

に

、

わ

か

っ

た

よ

う

な

こ

と

言

う

な

！

」

真

守

「

一

人

で

学

校

も

行

け

な

い

よ

う

な

奴

の

方

が

ガ

キ

じ

ゃ

ん

か

！

」

久

納

「

僕

の

気

持

ち

知

ら

な

い

く

せ

に

！

お

前

み

た

い

な

幸

せ

し

か

知

ら

な

い

で

偉

そ

う

な

こ

と

言

う

奴

が

、

僕

は

一

番

嫌

い

な

ん

だ

！

」

殴

り

合

い

の

喧

嘩

を

す

る

久

納

と

真

守

。

里

美

、

オ

ロ

オ

ロ

と

見

て

い

る

。

意

を

決

し

て

二

人

に

近

付

く

。

里

美

「

や

め

な

さ

い

二

人

と

も

」

真

守

「

俺

だ

っ

て

お

前

み

た

い

な

甘

っ

た

れ

嫌

い

だ

！

逃

げ

ん

な

！

」

久

納

「

こ

の

ク

ソ

ガ

キ

っ

」

里

美

「

や

め

な

さ

い

！

」

久

納

、

真

守

に

殴

り

か

か

る

。

里

美

、

久

納

の

手

首

を

つ

か

む

。

里

美

「

や

め

て

久

納

く

ん

」

久

納

、

里

美

を

睨

む

。

久

納

「

離

せ

よ

」
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里

美

「

ケ

ン

カ

は

ダ

メ

よ

」

久

納

「

離

せ

よ

、

あ

ん

た

も

嫌

い

だ

。

も

う

あ

ん

た

の

言

う

こ

と

は

聞

か

な

い

。

あ

ん

た

は

嘘

ば

っ

か

り

だ

」

里

美

「

そ

う

ね

。

結

局

私

が

言

っ

た

こ

と

は

嘘

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

私

が

間

違

っ

て

た

、

ご

め

ん

な

さ

い

」里

美

を

睨

み

続

け

る

久

納

。

里

美

「

私

は

教

師

と

し

て

完

璧

に

務

め

よ

う

と

ば

か

り

し

て

い

た

。

不

登

校

だ

っ

た

あ

な

た

の

ケ

ア

も

そ

う

。

全

員

が

揃

っ

て

色

々

な

行

事

に

取

り

組

む

完

璧

な

ク

ラ

ス

の

担

任

で

あ

る

こ

と

。

そ

れ

が

私

に

と

っ

て

重

要

な

こ

と

だ

っ

た

の

。

だ

か

ら

熱

心

に

あ

な

た

の

元

へ

通

っ

た

。

自

分

の

生

活

を

犠

牲

に

し

て

ね

。

で

も

そ

れ

は

間

違

い

だ

っ

た

」

里

美

、

真

守

を

見

る

。

里

美

「

仕

事

に

夢

中

に

な

る

ば

っ

か

り

に

、

自

分

の

子

供

の

こ

と

を

な

い

が

し

ろ

に

し

て

い

た

。

あ

の

子

が

傷

つ

い

て

苦

し

ん

で

い

る

の

に

、

普

通

の

親

な

ら

気

付

く

で

あ

ろ

う

サ

イ

ン

に

も

気

付

か

な

か



83

っ

た

。

今

度

は

自

分

の

子

供

が

学

校

に

行

け

な

い

ど

こ

ろ

か

、

命

を

絶

と

う

と

し

て

し

ま

っ

た

」

久

納

、

真

守

を

見

る

。

真

守

、

う

つ

む

く

。

里

美

「

結

局

私

は

、

自

分

の

こ

と

が

好

き

な

だ

け

だ

っ

た

の

よ

。

教

師

と

し

て

頑

張

っ

て

い

る

自

分

が

好

き

だ

っ

た

だ

け

。

何

も

わ

か

っ

て

な

か

っ

た

。

結

果

的

に

周

り

を

苦

し

め

た

だ

け

だ

っ

た

。

私

が

や

っ

て

き

た

こ

と

は

自

己

満

足

で

…

た

だ

の

偽

善

だ

っ

た

わ

」

里

美

、

久

納

の

手

を

握

る

。

里

美

「

ご

め

ん

ね

久

納

く

ん

。

期

待

さ

せ

る

だ

け

さ

せ

と

い

て

、

裏

切

っ

て

、

あ

な

た

の

こ

と

ま

で

こ

ん

な

に

追

い

つ

め

て

…

。

教

師

失

格

だ

ね

、

私

」

里

美

、

涙

を

流

す

。

久

納

、

里

美

を

見

つ

め

る

。

久

納

「

先

生

」

里

美

、

声

を

殺

し

て

泣

い

て

い

る

。

里

美

の

手

を

握

り

返

す

。

久

納

「

先

生

、

泣

か

な

い

で

。

僕

も

悪

か

っ

た

。

あ



84

ん

な

に

熱

心

で

優

し

く

し

て

く

れ

た

の

、

先

生

が

初

め

て

で

嬉

し

く

て

、

甘

え

す

ぎ

た

。（

真

守

を

見

つ

つ

）

こ

の

子

の

言

う

と

お

り

だ

、

甘

っ

た

れ

の

ガ

キ

だ

っ

た

ね

」

里

美

、

泣

き

な

が

ら

首

を

横

に

振

る

。

久

納

「

先

生

。

先

生

か

ら

し

た

ら

偽

善

だ

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

。

で

も

、

そ

の

偽

善

は

あ

の

時

確

か

に

、

僕

を

救

っ

て

く

れ

た

よ

」

〇

（

回

想

）

久

納

の

家

・

久

納

の

部

屋

（

夜

）

無

表

情

の

久

納

。

薫

か

ら

手

紙

と

プ

リ

ン

ト

受

け

取

る

。

封

筒

を

開

け

中

の

便

箋

を

取

り

出

す

。

読

む

う

ち

久

納

の

表

情

が

明

る

く

な

る

。

手

紙

の

最

後

に

は

「

先

生

は

い

つ

で

も

あ

な

た

の

味

方

で

す

！

」

と

あ

る

。

〇

も

と

の

里

美

の

家

の

前

（

夕

）

久

納

、

手

紙

を

里

美

に

見

せ

る

。

久

納

「

あ

り

が

と

う

。

先

生

に

感

謝

し

て

る

よ

」
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里

美

「

久

納

く

ん

」

久

納

「

怖

い

思

い

さ

せ

て

ご

め

ん

な

さ

い

。

す

ぐ

暴

走

す

る

の

が

僕

の

悪

い

ク

セ

な

ん

だ

」

久

納

、

真

守

を

見

て

頭

を

下

げ

る

。

久

納

「

殴

っ

て

ご

め

ん

な

さ

い

」

真

守

、

慌

て

て

頭

を

下

げ

る

。

真

守

「

あ

、

え

と

ぼ

く

も

…

ご

め

ん

な

さ

い

」

真

守

を

見

て

里

美

と

久

納

、

微

笑

む

。

里

美

「

久

納

く

ん

。

私

、

学

校

で

は

ち

ゃ

ん

と

今

ま

で

通

り

あ

な

た

の

味

方

だ

し

、

助

け

ら

れ

る

限

り

助

け

る

。

け

ど

、

一

番

大

切

な

の

は

や

っ

ぱ

り

、

こ

の

子

だ

か

ら

」

久

納

「

う

ん

、

家

族

が

一

番

大

事

な

の

は

当

然

」

久

納

、

淋

し

気

な

表

情

で

う

つ

む

く

。

久

納

「

先

生

が

…

僕

の

お

母

さ

ん

な

ら

良

か

っ

た

の

に

ね

」里

美

、

久

納

を

見

つ

め

る

。

薫

の

声

「

怜

人

！

」

驚

い

て

振

り

返

る

久

納

、

里

美

、

真

守

。

走

っ

て

き

て

息

を

切

ら

し

て

い

る

薫

と

、

そ
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の

後

ろ

に

森

口

が

立

っ

て

い

る

。

久

納

「

母

さ

ん

、

な

ん

で

」

立

ち

上

が

る

久

納

。

薫

が

久

納

に

駆

け

寄

る

。

薫

「

学

校

で

あ

ん

た

の

様

子

が

お

か

し

か

っ

た

っ

て

連

絡

も

ら

っ

た

ん

だ

よ

。

何

が

あ

っ

た

の

、

大

丈

夫

？

あ

ぁ

こ

ん

な

と

こ

ろ

に

傷

が

」

薫

、

久

納

の

顔

や

体

を

擦

る

。

森

口

、

里

美

の

元

へ

近

付

く

。

里

美

「

森

口

先

生

、

こ

れ

は

」

森

口

「

先

生

に

連

絡

つ

か

な

く

て

気

に

な

っ

た

の

で

念

の

た

め

来

て

み

た

ん

で

す

。（

里

美

と

真

守

の

様

子

を

見

て

）

ど

う

や

ら

正

解

だ

っ

た

み

た

い

で

す

ね

」

里

美

「

あ

、

い

え

こ

れ

は

」

久

納

「

は

、

放

せ

よ

母

さ

ん

。

大

丈

夫

だ

か

ら

こ

れ

く

ら

い

」

久

納

、

薫

の

手

を

掴

ん

で

離

す

。

薫

、

心

配

そ

う

に

久

納

を

見

て

い

る

。

里

美

「

素

敵

な

お

母

さ

ん

じ

ゃ

な

い

。

あ

な

た

を

心



87

配

し

て

こ

う

し

て

飛

ん

で

き

て

く

れ

る

ん

だ

よ

？

」

久

納

「

先

生

」

里

美

「

お

母

さ

ん

は

、

私

よ

り

も

ず

っ

と

あ

な

た

を

見

て

、

あ

な

た

を

心

配

し

て

思

っ

て

く

れ

て

る

。

ず

っ

と

傍

に

い

た

、

あ

な

た

が

一

番

よ

く

わ

か

っ

て

る

は

ず

で

し

ょ

う

？

」

久

納

、

小

さ

く

う

な

ず

く

。

薫

「

あ

の

、

怜

人

が

何

か

」

真

守

、

立

ち

上

が

っ

て

間

に

入

る

。

真

守

「

僕

と

遊

ん

で

て

、

ち

ょ

っ

と

ケ

ン

カ

に

な

っ

ち

ゃ

っ

た

だ

け

で

す

！

（

久

納

に

）

ご

め

ん

ね

、

お

兄

ち

ゃ

ん

」

薫

、

真

守

を

見

て

目

を

丸

く

す

る

。

久

納

「

あ

、

う

ん

こ

っ

ち

こ

そ

ご

め

ん

」

里

美

「

さ

、

お

母

さ

ん

も

来

て

く

だ

さ

っ

た

ん

だ

し

、

今

日

は

も

う

帰

り

な

さ

い

。

う

ち

の

子

の

相

手

し

て

く

れ

て

あ

り

が

と

う

ね

」

久

納

「

は

い

」

久

納

、

薫

と

帰

ろ

う

と

す

る

が

立

ち

止

ま

り
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里

美

を

振

り

返

る

。

久

納

「

先

生

。

僕

、

頑

張

っ

て

み

る

。

…

だ

か

ら

、

学

校

で

は

見

守

っ

て

く

れ

る

か

な

」

里

美

「

も

ち

ろ

ん

」

真

守

「

学

校

に

い

る

時

な

ら

、

ウ

チ

の

母

さ

ん

貸

し

て

や

る

よ

」

里

美

、

真

守

を

小

突

く

。

久

納

、

そ

れ

を

見

て

笑

う

。

久

納

「

あ

り

が

と

う

」

久

納

、

一

礼

し

て

薫

と

帰

っ

て

い

く

。

真

守

、

大

き

く

手

を

振

っ

て

見

送

る

。

〇

里

美

の

家

・

全

景

（

朝

）

青

空

が

広

が

っ

て

い

る

。

遠

く

の

方

で

花

火

の

音

が

聞

こ

え

る

。

〇

同

・

キ

ッ

チ

ン

（

朝

）

里

美

が

料

理

を

し

て

い

る

。

作

業

台

の

上

に

は

作

り

か

け

の

弁

当

。

ゆ

で

卵

を

茹

で

な

が

ら

、

チ

ー

ズ

を

花

形

に
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切

ろ

う

と

必

死

に

ナ

イ

フ

を

動

か

し

て

い

る

里

美

。

大

き

い

足

音

を

立

て

て

体

操

服

の

真

守

が

入

っ

て

く

る

。

真

守

「

お

母

さ

ん

、

白

い

靴

下

ど

こ

！

」

ナ

イ

フ

が

ず

れ

て

チ

ー

ズ

の

花

弁

が

切

れ

て

し

ま

う

。

里

美

「

あ

ー

！

や

っ

ち

ゃ

っ

た

」

真

守

「

お

母

さ

ん

靴

下

ど

こ

」

里

美

、

も

う

一

枚

チ

ー

ズ

を

出

し

て

再

び

切

り

始

め

る

。

里

美

「

え

ー

？

箪

笥

は

」

真

守

「

な

い

か

ら

探

し

て

る

ん

だ

よ

」

里

美

「

昨

日

の

洗

濯

物

畳

ん

で

な

い

で

し

ょ

あ

の

中

に

あ

る

ん

じ

ゃ

な

い

の

」

真

守

「

え

ー

」

真

守

、

リ

ビ

ン

グ

へ

向

か

う

。

チ

ー

ズ

が

上

手

に

花

形

に

な

る

。

里

美

「

や

っ

た

」

里

美

、

満

面

の

笑

み

。
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〇

同

・

リ

ビ

ン

グ

真

守

が

ト

ー

ス

ト

を

食

べ

な

が

ら

テ

レ

ビ

を

見

て

い

る

。

弁

当

箱

を

持

っ

た

里

美

が

ス

キ

ッ

プ

し

な

が

ら

入

っ

て

く

る

。

里

美

「

真

守

、

見

て

見

て

！

じ

ゃ

ー

ん

」

真

守

に

弁

当

箱

を

差

し

出

す

。

運

動

会

を

デ

ザ

イ

ン

し

た

デ

コ

弁

。

海

苔

で

「

ガ

ン

バ

レ

！

」

と

あ

る

。

真

守

「

す

ご

い

！

頑

張

っ

た

じ

ゃ

ん

」

里

美

、

弁

当

を

包

ん

で

真

守

に

手

渡

す

。

真

守

、

ラ

ン

ド

セ

ル

に

入

れ

る

。

里

美

「

で

し

ょ

ー

？

見

に

行

け

な

い

分

、

こ

こ

に

気

持

ち

を

た

っ

く

さ

ん

詰

め

た

か

ら

ね

」

真

守

「

こ

れ

で

頑

張

れ

る

よ

。

あ

り

が

と

う

」

里

美

「

で

も

本

当

に

い

い

の

？

行

か

な

く

て

」

真

守

「

い

い

よ

。

お

仕

事

だ

か

ら

仕

方

な

い

っ

て

言

っ

た

で

し

ょ

。

今

日

は

怜

人

く

ん

見

て

あ

げ

て

て

よ

」
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里

美

「

あ

、

な

ま

い

き

」

里

美

、

笑

っ

て

真

守

を

ツ

ン

と

小

突

く

。

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

哲

也

の

声

「

真

守

く

ー

ん

」

真

守

「

あ

、

も

う

来

た

！

」

真

守

、

急

い

で

ラ

ン

ド

セ

ル

を

担

ぐ

と

走

っ

て

リ

ビ

ン

グ

を

出

て

い

く

。

〇

同

・

玄

関

前

（

朝

）

体

操

服

の

哲

也

が

待

っ

て

い

る

。

真

守

、

出

て

く

る

。

真

守

「

お

は

よ

う

！

」

哲

也

「

お

は

よ

う

。

行

こ

う

！

」

真

守

「

う

ん

！

」

真

守

と

哲

也

、

並

ん

で

走

っ

て

い

く

。

里

美

、

玄

関

か

ら

顔

を

出

し

手

を

振

る

。

里

美

「

い

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

、

頑

張

っ

て

ね

！

」

真

守

「

は

ー

い

！

」

里

美

、

大

き

く

手

を

振

っ

て

見

送

る

。
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〇

真

守

の

通

う

小

学

校

・

全

景

賑

や

か

な

音

楽

が

流

れ

て

い

る

。

〇

同

・

グ

ラ

ウ

ン

ド

手

作

り

の

派

手

な

「

大

運

動

会

」

の

垂

れ

幕

が

か

か

っ

て

い

る

。

児

童

た

ち

が

か

け

っ

こ

や

障

害

物

競

走

、

ダ

ン

ス

を

披

露

し

て

い

る

。
×

×
×

綱

引

き

を

し

て

い

る

真

守

。

真

守

の

ク

ラ

ス

が

勝

つ

。

純

也

た

ち

い

じ

め

っ

子

と

も

一

緒

に

喜

ん

で

い

る

真

守

。

×
×

×

ア

ナ

ウ

ン

ス

「

最

後

は

ク

ラ

ス

対

抗

リ

レ

ー

で

す

。

選

手

の

方

は

入

場

門

ま

で

集

ま

っ

て

く

だ

さ

い

」

〇

同

・

入

場

門

前

児

童

た

ち

が

並

ん

で

い

る

。

真

守

も

並

ん

で

い

る

。
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真

守

の

後

ろ

に

並

ん

で

い

る

児

童

Ａ

と

Ｂ

が

話

し

て

い

る

。

児

童

Ａ

「

あ

、

マ

マ

み

つ

け

た

」

児

童

Ｂ

「

ど

こ

ど

こ

？

あ

、

あ

れ

が

そ

う

？

」

児

童

Ａ

「

う

ん

。

パ

パ

も

来

て

る

！

」

児

童

Ｂ

「

い

い

な

ー

う

ち

は

パ

パ

仕

事

だ

か

ら

マ

マ

だ

け

だ

よ

」

真

守

、

う

つ

む

く

。

里

美

の

声

「

真

守

！

」

真

守

、

驚

い

て

顔

を

上

げ

る

。

里

美

の

声

「

真

守

、

こ

っ

ち

こ

っ

ち

！

」

振

り

返

る

真

守

。

フ

ェ

ン

ス

越

し

に

里

美

が

手

を

振

る

。

真

守

「

お

母

さ

ん

!
?

」

立

ち

上

が

る

真

守

。

里

美

、

微

笑

み

親

指

を

立

て

て

見

せ

る

。

里

美

「

今

か

ら

リ

レ

ー

で

し

ょ

。

し

っ

か

り

応

援

す

る

か

ら

ね

。

頑

張

っ

て

！

」

真

守

、

ぽ

か

ん

と

し

て

い

た

が

次

第

に

笑

顔

に

な

っ

て

大

き

く

う

な

ず

く

。
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真

守

「

う

ん

、

見

て

て

！

」

里

美

、

笑

顔

で

う

な

ず

く

。

〇

同

・

グ

ラ

ウ

ン

ド

歓

声

の

中

、

児

童

た

ち

が

バ

ト

ン

を

持

っ

て

ト

ラ

ッ

ク

を

走

っ

て

い

る

。

〇

同

・

入

場

門

前

フ

ェ

ン

ス

越

し

に

見

て

い

る

里

美

。

隣

に

森

口

が

立

っ

て

い

る

。

里

美

「

が

ん

ば

れ

が

ん

ば

れ

！

い

い

ぞ

～

！

」

〇

同

・

グ

ラ

ウ

ン

ド

真

守

、

ス

タ

ー

ト

地

点

に

待

機

す

る

。

赤

い

ハ

チ

マ

キ

と

真

守

の

チ

ー

ム

が

先

頭

争

い

を

し

な

が

ら

走

っ

て

く

る

。

赤

い

ハ

チ

マ

キ

の

児

童

が

バ

ト

ン

を

受

け

取

る

。

真

守

、

そ

の

す

ぐ

後

に

バ

ト

ン

を

受

け

取

り

走

り

出

す

。
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〇

同

・

入

場

門

前

里

美

、

フ

ェ

ン

ス

に

乗

り

出

し

て

大

声

で

叫

ぶ

。

里

美

「

真

守

ー

！

い

け

い

け

ー

っ

！

」

森

口

「

危

な

い

で

す

よ

先

生

！

」

森

口

、

慌

て

て

里

美

を

支

え

る

。

〇

同

・

グ

ラ

ウ

ン

ド

真

守

、

抜

け

そ

う

で

抜

け

な

い

。

真

守

、

必

死

。

〇

同

・

真

守

の

ク

ラ

ス

児

童

た

ち

が

応

援

し

て

い

る

。

純

也

た

ち

も

応

援

し

て

い

る

。

純

也

「

い

け

ー

っ

！

真

守

、

ぶ

っ

飛

ば

せ

ー

！

」

〇

同

・

哲

也

の

ク

ラ

ス

。

哲

也

と

児

童

た

ち

が

応

援

し

て

い

る

。

哲

也

「

が

ん

ば

れ

真

守

ー

！

」
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〇

同

・

入

場

門

前

森

口

に

支

え

ら

れ

な

が

ら

里

美

が

応

援

し

て

い

る

。

〇

同

・

グ

ラ

ウ

ン

ド

真

守

、

必

死

で

速

度

を

上

げ

る

。

赤

い

ハ

チ

マ

キ

の

児

童

を

抜

く

。

歓

声

が

大

き

く

な

る

。

〇

同

・

入

場

門

前

里

美

、

飛

び

跳

ね

て

い

る

。

〇

同

・

真

守

の

ク

ラ

ス

必

死

で

応

援

し

て

い

る

児

童

た

ち

〇

同

・

グ

ラ

ウ

ン

ド

真

守

、

１

位

で

ゴ

ー

ル

テ

ー

プ

を

切

る

。

ピ

ス

ト

ル

が

鳴

る

。

い

っ

そ

う

あ

が

る

歓

声

。
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真

守

、

肩

で

息

を

し

な

が

ら

倒

れ

こ

む

。

満

足

そ

う

な

笑

顔

。

〇

同

・

真

守

の

ク

ラ

ス

児

童

た

ち

、

大

喜

び

。

純

也
「

す

げ

え

、
あ

い

つ

す

げ

え

よ

！

一

位

じ

ゃ

ん

！

優

勝

だ

ー

！

」

純

也

た

ち

、

大

声

で

騒

い

で

喜

ん

で

い

る

。

〇

同

・

入

場

門

前

里

美

、

飛

び

跳

ね

て

い

る

。

里

美

「

真

守

す

ご

ー

い

！

一

等

賞

！

す

ご

い

よ

お

め

で

と

う

！

」

森

口

「

先

生

、

行

き

ま

す

よ

！

も

う

時

間

が

な

い

で

す

か

ら

！

」

森

口

、

先

に

立

っ

て

歩

き

出

す

。

〇

真

守

の

通

う

小

学

校

傍

の

道

路

森

口

の

車

が

停

ま

っ

て

い

る

。

森

口

が

運

転

席

、

里

美

が

助

手

席

に

乗

り

込
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む

。

森

口

「

さ

、

急

い

で

学

校

に

戻

ら

な

い

と

。

そ

ろ

そ

ろ

こ

っ

ち

も

リ

レ

ー

が

始

ま

っ

て

し

ま

う

」

里

美

「

は

い

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

、

先

生

。

わ

が

ま

ま

に

付

き

合

っ

て

く

れ

て

」

森

口

「

い

い

ん

で

す

よ

、

大

事

な

子

供

の

た

め

な

ら

ち

ょ

っ

と

く

ら

い

わ

が

ま

ま

言

っ

た

っ

て

。

で

き

る

範

囲

は

フ

ォ

ロ

ー

し

ま

す

か

ら

」

里

美

「

は

い

。

頼

り

に

し

て

ま

す

」

森

口

、

ニ

ヤ

ッ

と

笑

っ

て

エ

ン

ジ

ン

を

か

け

る

。

〇

私

立

吾

妻

高

校

・

グ

ラ

ウ

ン

ド

「

第

5
3

回

吾

妻

高

校

体

育

祭

」

の

垂

れ

幕

が

か

か

っ

て

い

る

。

生

徒

た

ち

の

盛

り

上

が

る

声

。

〇

同

・

２

年

５

組

陣

営

深

山

が

立

ち

上

が

っ

て

皆

を

見

回

す

。

深

山

「

い

よ

い

よ

リ

レ

ー

だ

！

優

勝

す

る

ぞ

！

」
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生

徒

た

ち

「

オ

ー

」

と

腕

を

上

げ

る

。

リ

レ

ー

担

当

の

松

井

、

岡

倉

、

女

子

生

徒

二

人

が

前

に

出

て

手

を

振

り

な

が

ら

歩

い

て

い

く

。

松

井

「

見

て

ろ

よ

！

」

岡

倉

「

応

援

よ

ろ

し

く

ー

」

久

納

、

皆

と

一

緒

に

拍

手

で

見

送

る

。

深

山

が

久

納

の

隣

の

席

に

戻

っ

て

き

て

久

納

と

笑

い

あ

う

。

〇

真

守

の

通

う

小

学

校

傍

の

道

路

森

口

の

車

の

エ

ン

ジ

ン

が

か

か

る

。

森

口

、

ハ

ン

ド

ル

を

握

る

。

森

口

「

そ

れ

じ

ゃ

、

全

速

力

で

行

き

ま

す

よ

」

里

美

、

笑

顔

で

う

な

ず

く

。

里

美

「

お

願

い

し

ま

す

」

〇

私

立

吾

妻

高

校

・

グ

ラ

ウ

ン

ド

選

手

た

ち

が

ス

タ

ー

ト

に

着

い

て

い

る

。

権

藤

が

ス

タ

ー

タ

ー

ピ

ス

ト

ル

を

掲

げ

る

。
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権

藤

「

位

置

に

つ

い

て

…

」

選

手

た

ち

構

え

る

。

〇

同

・

２

年

５

組

陣

営

久

納

、

深

山

と

並

ん

で

見

守

っ

て

い

る

。

〇

同

・

グ

ラ

ウ

ン

ド

ス

タ

ー

タ

ー

ピ

ス

ト

ル

の

音

が

響

く

。

選

手

た

ち

が

走

り

出

す

。

〇

真

守

の

通

う

小

学

校

傍

の

道

路

森

口

の

車

が

走

り

出

す

。

了


